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2024年度日本建築学会大会（関東）  
予告

会期
8月27日（火）– 30日（金）
オンライン開催（初日）：
8月27日（火）
対面開催（第2日–第4日）明治大学：
8月28日（水）– 30日（金）

会場
明治大学駿河台キャンパス（東京都千代田区神
田駿河台1丁目1）＋オンライン

メインテーマ
「建築と暮らす」

2024年度日本建築学会大会（関東）は昨年
に引き続き、初日 8月 27日（火）の研究集会
（PD、研究懇談会）をオンラインで開催し、参
加者同士の交流が期待される学術講演会、建築
デザイン発表会、総合研究協議会、研究協議会、
大会記念シンポジウム、表彰式、懇親会、見学会
などは、2日目以降の 8月 28日（水）– 30日
（金）に対面で開催することといたしました。
また、大会実行委員会では、参加者に大会会
場だけでなく、近隣の駿河台、神田のまちを楽
しんで頂けるような企画を準備しています。
今後の大会情報については、大会ホームペー
ジ（https: / / taikai2024.aij.or.jp /）にて詳細を
お知らせいたします。

大会参加費申込みについて

参加費の種類・受付期間（申込・支払）
大会参加費（以下、参加費）は、大会会場（明治
大学駿河台キャンパス）およびオンライン会場
に入場するのに必要な費用です。

第1期参加費
受付期間：6月6日（木）– 7月26日（金）17:00

支払期間：7月8日（月）13:00–26日（金）17:00

参加費は割引料金となり、参加票が事前送付さ
れるので、当日スムーズに入場できます（事前
送付は国内在住の方限定）。

第2期参加費
受付・支払い期間：8月6日（火）– 8月30日（金）
※講演発表者は参加申込手続きが不要です（発
表登録費と参加費を合算して請求させていただ
きます）。
※懇親会は、別途お申し込みが必要です。［開催
概要］の［5.大会懇親会（有料）］（本誌 p.43）
をご確認ください。

参加費一覧
区分 第1期参加費

（割引料金）
第2期参加費

名誉会員 0円 0円

正会員  一般 5,000円 7,000円

正会員  大学院生
（要  学生証提示）

3,000円 4,000円

準会員
（要  学生証提示）

0円 0円

会員外  一般 8,000円 10,000円

会員外  大学院生
（要  学生証提示）

4,000円 5,000円

会員外  学部学生等
（要  学生証提示）

0円 0円

第1期参加費の支払期間内にお支払いが完了しないと割引は適用さ
れませんので、ご注意ください。

参加申込方法
1. 本会HP「大会発表登録費および大会参加費
の納入について」［ ht tps: / /w w w.a i j .o r.

jp /2024taikaihiyou.html］より、参加申込みを
行ってください。
2.  参加申し込みを行うと、大会マイページにロ
グインするための ID・パスワードがメールで通知
されます。
3. 大会マイページにログインし、費用をお支払
いいただくと申込手続きは完了です。
参加者申込時・支払い完了時にメールをお送りい
たしますので、内容をご確認ください。

決済方法
コンビニ決済もしくはクレジットカード決済のみ

請求書および領収書の発行
請求書や領収書を必要とされる場合は、大会マ
イページよりご自身でダウンロードください。

参加費の返金
納入した参加費は返還いたしかねますので、あ
らかじめご了承ください。

大会参加方法
8月27日のオンライン会場：大会マイページ上
の［オンライン会場］ボタンから入場できます。
8月 28日‒30日の対面会場（明治大学駿河台
キャンパス）：
第1期参加申込者で国内在住の方は事前送付さ
れた参加票で受付を通らずに直接入場できます。
第1期参加申込者で海外居住の方には8月以降
に大会マイページ上で入場方法をお知らせします。
第2期参加申込者は大会マイページ上に表示さ
れる入場用QRコードを対面会場（明治大学駿
河台キャンパス）の受付で読み取って受付しま
す。

大会当日の参加申込および決済に関する注意事項
対面会場において参加申込および決済に関する
受付は設置されません。必ず各自のスマートフ
ォン等から大会参加申込みおよび決済手続きを
お済ませのうえ、受付にお越しください。

その他
「第 1期参加費」にてお支払いを完了された国
内在住の方には参加票を事前送付いたします。
講演発表者および共同発表者は、参加費とは別
に発表登録費の納入が必須です。
参加費には梗概集へのアクセス権は含まれてい
ません。

参加者向け情報

大会会場におけるWi-Fi接続について （重要）
　大会会場には、参加者向けのWi-Fi接続サー
ビスは用意されません。会場でWi-Fi接続が必
要な場合は、各自で必要な機器等をご準備くだ
さい。
　なお、eduroam加盟機関に所属する高等教
育機関や研究機関からの参加者は、事前に所属
機関でアカウントを取得しておくことで、会場
内の無線アクセスポイント設置個所からWi-Fi

接続が可能です。必ず事前に所属機関で接続テ
ストを行い、正しく接続できることを確認して
ください。大会会場では不具合等に対応しませ
ん。
※ eduroamは、国内外の大学等教育研究機関
の間でキャンパス無線 LANの相互利用を実現
するサービスです。アカウント取得は、所属機
関の担当者にお問い合わせください。
eduroamに関して

https: / /www.eduroam.jp /

eduroamの加盟機関に関して
https: / /www.eduroam.jp /participants /

siteinfo.html

eduroamの利用方法について
https: / /www.eduroam.jp / for_users#_

href_23

講演発表をされる方へ（重要）
大会会場のプロジェクターはHDMI端子のみ
に対応しています。使用するノートパソコンに
HDMI端子がない場合は、必ずご自身で変換ア
ダプタ等をご持参ください。

梗概集の事前ダウンロードについて（重要）
講演発表者・共同発表者は発表登録費を納入

すると、7月20日以降、大会マイページから梗
概集を閲覧・ダウンロード可能となります。大
容量データのため、大会会場でスムーズにダウ
ンロードできない場合があります。あらかじめ
必要な梗概をダウンロードした上でご来場くだ
さい。
なお、大会HPからオンライン版梗概集を閲
覧・ダウンロードできる期間は 7月 20日 –9月
末の予定です。
発表登録費支払者以外で梗概集の購入を希望

される方は、大会HPよりお求めください。

大会での「能力開発支援制度」履修記録について
本大会の履修登録は、建築CPD運営会議の

建築 CPD情報提供制度を利用しています。
CPD単位の取得が必要な方は、大会HPの「各
種申し込み」より「CPD」をご確認のうえ、ご
申請ください。なお、登録には、建築CPD情報
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提供制度参加 IDや建築士、建築設備士番号等
が必要となります。大会では IDを管理してお
りませんので各自でご確認ください。

託児室のご案内
大会期間中、小さなお子様を預かる託児室を

開設します。ご利用には事前予約が必要です。
詳しくは大会HPをご覧ください。
大会HP：https: / / taikai2024.aij.or.jp

バリアフリー対応
障がいをお持ちの方にも大会へご参加いただ

けるようなサービスを準備する予定です。申し
込み方法や詳細は、大会HPにてお知らせしま
す。詳しくは大会HPをご覧ください。
大会HP：https: / / taikai2024.aij.or.jp

休憩スペース
大会実行委員会では、大会会場外にも休憩ス

ペースを設置しました。建築関係の本も展示さ
れています。本の街「神保町」の街歩きをされ
た際などにご利用ください。
場所：出版クラブビル会議室（千代田区神田神
保町1-32）
利用時間：8月 28日（水）– 30日（金）10:00–

18:00

協力：小学館・「本の街」神保町を元気にする
会・日本出版クラブ

開催概要

1. メインテーマ：「建築と暮らす」
建築学が担う社会的役割はひろく、日常生活

から地球環境までおよぶ一方で、パンデミック
や地域紛争、自然災害、少子高齢化など、日々
暮らしてゆくことが必ずしも当たり前ではなく
なっている世界の状況に、改めて気付かされつ
つある。
暮らしてゆくことは誰にも共通し、普遍的な

ものであり、実感を伴うものである。水や食、
エネルギーをはじめとする根幹的なものを、周
囲の人々や社会のつながりのなかで得て、暮ら
しが成り立ち、建築がそれを支えてきた。その
一方で、暮らしを維持してゆくことの困難さや
地球環境問題、実感の希薄化が問われ、これか
らの暮らしかたを選ぶ岐路にいま立たされてい
ると言えよう。
今回の大会は東京のなかでも特に中心エリア

での開催を迎え、一極集中やジェントリフィケ
ーションなどの問題も含め、都市の暮らしかた
や豊かさの価値について改めて考えるきっかけ
を与えることとなるだろう。「暮らす」というキ
ーワードは、大会メインテーマの文言としては
ここ 20年以上直接用いられてきていない。い
まいちど暮らし、建築、そしてその両者の関係
について、過去や現状を見つめ、未来の姿を描
いてゆく大会としたい。

2.  記念行事
（1）記念シンポジウム「建築と暮らす」
建築は、常に人々の暮らしとともにあった。

しかし、近代化以降、建築は産業化・巨大化し、

日々の暮らしと建築の関係が見えづらくなって
いる。そこで、本シンポジウムでは、暮らしの
延長上にある建築のあり方を見つめなおし、建
築が日常といかに寄り添うことができるか、
様々な分野からの登壇者とともに、多角的かつ
包括的な視点から議論する。
日時：8月28日（水）14:00–17:00

会場：明治大学駿河台キャンパス　アカデミー
ホール
定員：1,000名（会員および一般市民、入場無料）
登壇者：永山祐子（建築家）・倉方俊輔（建築史
家、大阪公立大学教授）・多幾山法子（建築構造
研究者、東京都立大学准教授）・鞍田崇（哲学者、
明治大学准教授）・塩谷歩波（画家）ほか
進行：連勇太朗（建築家、明治大学専任講師）・
川島範久（建築家、明治大学准教授）
申込：7月中旬頃に大会HP上で申込開始予定

（2）見学ツアー「人や暮らしがつくる街の魅力
を探る」
　お茶の水、駿河台から神保町は様々な大学が
集まる日本のカルチェラタンというべきエリア。
学問や宗教を中心とした歴史・文化的建物が多
く残ると共に、古本屋街、楽器店、レトロな喫
茶店など人の営みが独特のまちや界隈を創って
きた地域。こうした暮らしの中から生まれた文
化的資源や地域のコモンというべき場所を巡り、
暮らしの中から生まれた名もない建築を含めて、
このまちの風景と魅力を辿ってみたい。
Aコース：学生が育てた街　“古書の街”とレト
ロ建築をたずねる（神保町周辺）
主な見学予定建物（外からの見学も含む）：学士
会館・看板建築数カ所・古書店数カ所・日本大
学カザルスホール  ほか
ナビゲーター：
髙林孝行　神田古書店連盟　会長
校條真　（株）風讃社　企画編集部ディレクター
Bコース：失われつつある古き良き生活文化と
変わらぬ時間を体験する（本郷周辺）
主な見学予定建物（外からの見学も含む）：鳳明
館森川別館・求道会館・鳳明館本館・旧伊勢屋
質店・本郷中央教会  ほか
ナビゲーター：
栗生はるか　文京建築会ユース代表・法政大学　
客員研究員
Cコース：2時間で 130年を歩く─建築と地形
から読む駿河台のいま（駿河台周辺）
主な見学予定建物（外からの見学も含む）：湯島
聖堂・アテネフランセ・女坂・男坂・レモン画
翠・ニコライ聖堂 ほか
ナビゲーター：
宇野求　建築家・東京理科大学 嘱託教授
日時：8月29日（木）10:00スタート（2–3時間
程度を予定）
定員：各コース  15名（予定）
会費：3,000円
申込：7月上旬頃に大会HP上で申込み開始予定

（3）見学ツアー「変貌する東京の様々なまちを
オープントップバスで巡る」
現在、都内各地で再開発が行われ、まち・建
築・くらしが変貌しつつあります。変貌しなが
らも魅力を保ち続ける多様なまちの様相を普段
とは異なる視座から体験し、東京全体を俯瞰す

ることで少し先の未来の「くらし」について考
える機会を提供します。
日時：8月29日（木）午後（4時間程度を予定）
使用車両：オープントップバス（雨天時幌あり）
ルート：日本橋・八重洲・芝浦・品川・高輪・麻
布台・虎ノ門・赤坂・外苑前・渋谷など
見学施設：麻布台ヒルズ（徒歩・解説付き）（予定）
定員：35名（予定）
参加費：5,000円（予定）
申込：7月上旬頃に大会HP上で申込み開始予定

3.  開会式
日時：8月27日（火）8:45–9:00

会場：オンライン

4. 閉会式
日時：8月30日（金）17:00–17:15

会場：明治大学（リバティタワー1012教室）

5.  大会懇親会（有料）
懇親会は、大会 2日目に開催されます。会場
は神田明神ホール。江戸東京に鎮座して 1300

年近くの歴史をもつ神田明神の傍らに建つ多目
的ホールとなります。大会懇親会を、多くの関
係者と親交を深めていただく機会にいたしたく、
お誘いあわせの上、ふるってご参集ください。
皆様に楽しんでいただけるような企画も用意

しており、会員の方々の楽しい交流の場とした
いと願っております。
日時：
8月28日（水）18:00–20:00（受付 17:20–）
会場：
神田明神文化交流館『EDOCCO（エドッコ）』
2階「神田明神ホール」
会費（税込み）：
事前会費（8月2日（金）まで）
一般：8,000円
学生（大学院・学部・高専等）：6,000円
当日会費（8月3日（土）以降–当日まで）
一般：10,000円
学生（大学院・学部・高専等）：8,000円
申込先：
大会HP：https: / / taikai2024.aij.or.jp

※大会HPより、オンラインにてお申込みくだ
さい。お支払い方法はクレジットカード払いに
てお願いします（当日、現地にて現金でのお支
払いはできません）。
※懇親会会場内には、手荷物を預かるスペース
に限りがあります。手荷物はなるべく少なくし
てお越しください。
問合先：関東支部（大会懇親会係）
E-mail：kanto@aij.or.jp

6. 宿泊予約
参加者向けの宿泊予約のご案内は、大会HP

に掲載いたします。
大会HP：https: / / taikai2024.aij.or.jp

7. 研究協議会・研究懇談会・パネルディスカッ
ション
8月27日（火）［オンライン（Zoom）開催］
〈午前〉
材料施工：建築資材サプライチェーンにおける
蓄積と分散
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構造〔基礎構造〕建築基礎に利用される地盤改
良の最新の技術動向と低炭素社会実現に向けた
将来への期待
構造〔鋼構造〕多様化する社会のニーズに応え
る限界状態設計法への期待
構造〔RC構造〕RC構造保有水平耐力計算規準
の改定に向けて
構造〔振動〕大振幅地震動に対する耐震性能評
価―実験データに基づく修復コスト評価
構造〔壁式構造〕既存組積造建造物の耐震対策
の動向 ─途上国住宅・歴史的建造物・内蔵組積
造壁の耐震化
防火：避難安全検証法の現状と課題
環境工学：半屋内外空間を考える
農村計画：特産品 を／が 生み出す地域景観
都市計画：郊外住宅地の再生アプローチ
建築社会システム：オフサイト・コンストラクシ
ョン（OC）再考
建築教育：DXを活用した建築教育の手法と技
術の課題と可能性
地球環境：気候変動問題の枠組みを超える責任
あるポジティブデザインとイノベーション
男女共同参画：アカデミアへの女性進出に向け
たアドバイス
〈午後〉
材料施工：コンクリートはカーボンニュートラ
ル・カーボンネガティブを実現できるか。
材料施工：建築施工の自動化・ロボット化の変
遷と今後―ロボットを建築現場で有効活用する
秘策はあるのか
構造〔応用力学〕これからの構造教育に必要な
ものは？
構造〔荷重〕確率論的地震ハザード評価を活用
した地震荷重評価の高度化の展望と利用に向け
た課題
構造〔木質構造〕木造超高層建築技術からの普
及技術を考える
構造〔SCCS〕繊維強化プラスチックを用いた
合成構造の可能性 ─応用事例・研究開発と最
新技術
構造〔シェル・空間構造〕ラチスシェル構造の研
究と構造設計の現在
建築計画：フィールドワークの新しい方法：「み
る」と「知る」の再接続
都市計画：グローバルリスクへの適応を起点と
する一石N鳥の回生型空間再生
建築歴史・意匠：都市の物質性（マテリアリテ
ィ）は都市史研究に何を提起しうるか
情報システム技術：AI時代の建築設計教育
地球環境：地球環境危機の時代での脱炭素の建
築・都市・地域 づくりのデザインと主体を問う
特別研究：重層的に描く木造の「現代性」
倫理：建築学会の倫理を考える

8月28日（水）［対面開催］
〈午前〉
建築計画：同潤会 100年 ─団地計画の来し方
行く末
特別研究：ここまできた中高層木造の現状と課題
災害：緊急報告会「2024年能登半島地震災害
調査報告会」
〈午後〉
総合：居住の貧困に対応する「空間×支援」 ─
居住支援の世界

建築歴史・意匠：戦後昭和のオフィスビルの歴
史的価値と保存継承

8月29日（木）［対面開催］
〈午前〉
防火：火災時・避難時倒壊防止性能検証法等に
よる木質構造建築物の現状と課題
都市計画：能登半島地震復興
特別調査：日本建築学会SDGsアクションプラ
ンの実践―SDGs教育・社会ストック・住の貧
困面からの報告
〈午後〉
環境工学：建築環境工学教育のこれまでとこれ
から
農村計画：手わたすことはできるか ─暮らし
の危機に立ち向かう地域づくりのこれまでとこ
れから
建築法制：建築基準の適合性を確保するために 

─現行の基準・制度の課題と今後目指すべき方
向を考える
特別調査：解体から始まる循環型建築学 ─「解
築学」の提唱

8月30日（金）［対面開催］
〈午前〉
海洋建築：津波避難における最後の砦としての
建築の役割を考える
特別研究：原発事故の被害と復興政策に関する
建築学研究の到達点と課題

8. 表彰式・展示会
（1）2024年度支部共通事業日本建築学会設計
競技
「コモンズの再構築─建築、ランドスケープがも
たらす自己変容」公開審査・表彰式（全国入選）
日時：8月 28日（水）9:30–14:30（公開審査）、
15:45–16:30（表彰式）
会場：明治大学（アカデミーコモン 2階A1–A3

会議室）
全国審査員
委員長：塚本由晴（東京工業大学大学院教授）
委員：家成俊勝（dot architects共同主宰）、
五十嵐淳（五十嵐淳建築設計事務所代表）、上原
雄史（富山大学大学院教授）、田中智之（早稲田
大学教授）、野田満（近畿大学講師）、堀越優希
（東京藝術大学助教）

（2）2024年度日本建築学会技術部門設計競技
「木材を活用した建築物・都市における革新的
な火災安全技術とデザイン」表彰式
日時：8月29日（木）9:00–9:30（表彰式）
会場：明治大学（リバティタワー1階1011室）

（3）2024年日本建築学会奨励賞贈呈式
2024年日本建築学会優秀卒業論文賞・優秀修
士論文賞表彰式
日時：8月28日（水）13:30–15:00

会場：明治大学（リバティタワー8階1083室）

（4）2024年日本建築学会作品選集新人賞
受賞者記念講演・表彰式
日時：8月29日（木）14:00–17:00

会場：明治大学（リバティタワー16階1163室）

（5）建築作品展
日時：8月 28日（水）– 30日（金）9:00–17:00

（最終日は15:00まで）
会場：明治大学（アカデミーコモン 2階A4–A6

会議室）
展示：
2024年日本建築学会賞（作品・技術・業績）
2024年日本建築学会教育賞（教育貢献）
2024年日本建築学会作品選奨
2024年度日本建築学会設計競技全国入選
2024年度日本建築学会技術部門設計競技入選
2024年日本建築学会優秀卒業論文賞・優秀修
士論文賞
2024年度全国大学・高専卒業設計

9. 関連行事
（1）子ども教育支援建築会議「楽々建築・楽々
都市＠東京『多様性に配慮した居場所づくり・
まちづくり―地域・社会に足りないものを自ら
つくる―』」
障害児通所施設「ぴかいち」を会場に、福祉・

教育・地域で活動する実践者をお迎えして、多
様な子どもたちへの支援・居場所づくりに関す
る課題と取り組みをおうかがいします。
主催：子ども教育支援建築会議
日時：8月31日（土）13:30–17:00（予定）
会場：児童発達支援・放課後等デイサービス ぴ
かいち
東京都千代田区平河町2丁目12-4  ふじビル3階
参加費：無料
定員：30名
講師：中田弾（一般社団法人 D&A Networks代
表理事）、齋藤友香莉（Allight Education教育
コンサルタント）、山森彩香（コミュニティパー
トナー（株）代表取締役）、江泉光哲（4FA）
申込・詳細：本会Webページ「催し物・公募」欄
問合せ：事務局  富田　kodomo@aij.or.jp

（2）第 13回司法支援建築会議建築紛争フォー
ラム「高層・超高層建築をめぐる建築紛争の現
状と課題」
主催：司法支援建築会議
日時：8月26日（月）13:30–17:00

会場：日本大学理工学部駿河台キャンパス
「タワー・スコラ」（千代田区神田駿河台3-11-2）
登壇者：吉野博（司法支援建築会議運営委員会
委員長、東北大学名誉教授）、井上勝夫（司法支
援建築会議普及・交流部会部会長、日本大学名
誉教授）、関根澄子（東京地方裁判所判事）、川
道克祥（東京都都市整備局市街地建築部建築紛
争調整担当課長）、河原塚透（大成建設技術セン
ター）、森川泰成（フォレスト環境リサーチ）、小
林茂雄（東京都市大学）
参加費：無料
詳細：6月号p.82および本会Webページ「催し
物・公募」欄

（3）2024年度学生と地域との連携によるシャ
レットワークショップ　伊勢崎のまちづくりデ
ザインを考える
本シャレットワークショップは、5泊5日の期

間中、全国から公募により集まった建築・都市
計画を専門とする学生（30名程度）と、本会議
の委員が講師として群馬県伊勢崎市に滞在し、
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地域の協力のもとで調査、グループワークをし
ながら、まちの将来像をデザイン、提案する実
践型の「シャレットワークショップ」です。
共催：NPO法人まちづくりデザインサポート、
住まい・まちづくり支援建築会議
参加費：15,000円（宿泊費等生活にかかる費用
は各自別途）
ワークショップ期間：8月21日（水）– 25日（日）
作品展示：8月27日（火）– 30日（金）明治大学
（アカデミーコモン８階308C室）
講評会会場：明治大学（アカデミーコモン８階
308G室）
講師：野原卓（横浜国立大学）、阿部俊彦（立命
館大学）、泉山塁威（日本大学）、岡絵理子（関西
大学）、北原啓司（弘前大学）、黒瀬武史（九州大
学）、小林剛士（山口大学）、小林正美（明治大
学）、野澤康（工学院大学）、野嶋慎二（福井大
学）、三輪律江（横浜市立大学）、藪谷祐介（富山
大学）（以上、教育・普及部会、ほか特別講師数
名を予定）
詳細：本会Webページ「催し物・公募」欄
参加申し込みいただいた方には、提出資料等、

追って詳細な案内をお届けいたします。定員を
超過した場合は、提出資料の内容を基に参加者
を選定いたします。
申込先：住まい・まちづくり支援建築会議  教
育・普及部会  幹事  小林剛士（山口大学）
E-mail：taki210@yamaguchi-u.ac.jp

（4）フォーラム「本の街・神保町の街並みの保
全・活用の未来」
主催：東京文化資源会議
共催：日本建築学会関東支部
後援：共立女子大学、本の街・神保町を元気に
する会（予定）
日時：8月27日（火）18:00–20:00

会場：共立女子大学204教室（千代田区一ツ橋）
参加費：無料
講演者：田村誠邦（アークブレイン）
登壇者：小林正美（明治大学）、草薙彩音（共立
女子大学）、纐纈くり（大屋書房）、高山肇（高山
本店）、田村誠邦（前掲）、中島伸（東京都市大
学）、柳与志夫（東京大学）
詳細：https: / / tcha.jp /

（5）『堀口捨己と明治大学校舎建築 1955–65』展
明治大学では 1955年から 65年にかけて建
築家・堀口捨己による校舎が駿河台・和泉・生
田の各キャンパスに建てられた。高度成長のさ
なかのことである。当時は経済や都市ばかりで
はなく、高等教育もいちじるしく膨張した。こ
の展覧会では明治大学校舎建築を「近代建築と
高度成長が交差・交錯した場」ととらえ、図面・
模型・家具などの展示を通じてその実像を浮か
びあがらせる。1920–30年代に離陸した近代
建築は、1950–60年代にどう変質したのか。
堀口は何に直面し、何を見出したのか。
主催：明治大学  理工学部  建築学科
共催：明建会
後援：日本建築学会関東支部
協力：堀口捨己建築アーカイブズ・文化庁国立
近現代建築資料館
期日：8月 27日（火）– 30日（金）9:00–18:00

（予定）

会場：明治大学 駿河台キャンパス  グローバル
フロント1F多目的室
（東京都千代田区神田駿河台1-1）
入場料：無料

（6）展覧会「建築家・堀口捨己の探求　モダニ
ズム・利休・庭園・和歌」
本展覧会は、1920年頃から1970年代まで活

躍した近代日本を代表する建築家のひとりであ
る堀口捨己（1895–1984）に関して、学生時代
から 晩年に至るまでの代表的作品のオリジナ
ル図面に加えて、1920年代欧州視察時の写真、
分離派展資料、数寄屋・庭園の実測研究資料等
を展示し、堀口捨己の建築作品、思想、学術研
究を総合的に知ることができる展覧会とするこ
とを目的とする。
主催：文化庁
協力：日本建築学会関東支部
期日：8月 9日（金）– 10月 27日（日）10:00–

16:30

会場：文化庁国立近現代建築資料館（東京都文
京区湯島4-6-15  湯島地方合同庁舎内）
月曜日休館、但し、祝日の月曜日は開館し、翌
日休館（8月12日、9月16日、9月23日、10月
14日開館、8月13日、9月17日、9月24日、10

月15日休館）
入館料：無料。但し、土・日・祝は旧岩崎邸庭園
のみからの入場（有料）。
HP：https: / /nama.bunka.go.jp /

問合せ：nama@mext.go.jp

（7）第 47回  学生設計優秀作品展―建築・都
市・環境―
主催：学生設計優秀作品展組織委員会・レモン
画翠
期日：8月26日（月）– 29日（木）
会場：日本大学駿河台キャンパス 1号館（東京
都千代田区神田駿河台1丁目8-14）
参加校：大学・専門学校（57校 77学科）、修士
（20校22専攻）
講評会：学部卒業設計作品対象  8月28日（水）
審査委員長  木下庸子（設計組織ADH／工学院
大学名誉教授）
審査委員 堀啓二（山本堀アーキテクツ／共立女
子大学）
西田司（オンデザイン／東京理科大学）
金野千恵（t e c o／京都工芸繊維大学）
森部康司（yAt構造設計事務所／昭和女子大学）
URL：https: / / lemongasui.co.jp / lemon-

exhibition /

10. 付随行事
（1）第36回懇親テニス大会
本会テニス同好会では、2024年度大会にあ
わせて、下記によりテニス大会を開催すること
になりました。多数の皆様のご参加をお待ち申
し上げております。
主催：日本建築学会テニス同好会
会長：斎藤公男（日本大学名誉教授）
副会長：上和田茂（九州産業大学名誉教授）
副会長：吉田倬郎（工学院大学名誉教授）
日時：8月26日（月）13:00–16:00

各自昼食後、現地集合
会場：有明テニスの森公園

https: / /www.tptc.co.jp /park /02_03（予定）
〒135-3529  東京都江東区有明2-2-22

Tel：03-3529-3301

交通：新交通ゆりかもめ
有明駅あるいは有明テニスの森駅　徒歩8分
参加人数：30名（予定）
試合形式：チーム対抗方式を前提とし、各試合
ペア組み替えによる対戦。
懇親会：大会終了後、総会と懇親会（17:00–

19:00）を開催いたします。
参加費用：5,000円（予定）：
参加費（テニスコートレンタル料、ボール代、賞
品代）その他費用は、原則各自払いとします。
申込み：E-mailにて件名を「テニス大会申込
み」と標記のうえ、1.  氏名、2.  住所、3.  所属、
4.  連絡先（TEL、携帯、E-mail）、5.  懇親会へ
の参加の有無をお知らせください。
締切：6月24日（月）
テニスコート予約の都合で参加申し込みを早

く設定しました。お早めにお申し込みください。
参加申し込みいただいた方には、追って詳細

な案内をお届けいたします。
申込先：日本建築学会テニス同好会　幹事
中西三和（日本大学上席研究員）
E-mail：nakanishi.mitsukazu@nihon-u.ac.jp

Tel：090-7259-3560

（2）第36回  日本建築学会懇親ゴルフ大会
本会ゴルフ同好会では、同好の士が交流を深

めることを目的として大会時に懇親ゴルフ大会
を開催しております。同好会の皆さまほか多く
の方のご参加をお待ちしております。
主催：日本建築学会ゴルフ同好会
会長：勅使川原正臣（中部大学）
幹事：五十田博（京都大学）、板橋靖（東急建設）
東京幹事：板橋靖（前出）
日時：8月26日（月）
コース：季美の森ゴルフ倶楽部
（〒 299-3241  千葉県大網白里市季美の森南

2-49、TEL 0475-73-0109）
https: / /www.tokyu-golf-resort.com /kimi /

スタート時間：9:37　OUTコース（予定）
プレー費：14,500円（セルフプレー、昼食付）
定員：4組／16名（申込み先着順）
参加費：3,000円（賞品代、懇親パーティー代他）
競技方法：18ホールストロークプレー、ダブル
ペリア方式（同ネットの場合は、ハンディ、年齢順）
表彰式：プレー終了後、レストランにて表彰式
を行います。
申込締切：7月31日（水）下記担当者宛
申込方法：E-mailで、「ゴルフ大会申込み」と表
記のうえ、1.  氏名、2.  生年月日、3.  所属、4.  

連絡先（TEL、FAX、E-mail）を明記して下記に
お申込みください。申込者には8月上旬に集合
時間等、当日の詳しいご案内をいたします。
申込先：東京幹事 東急建設（株）技術統括部 建
築技術部 板橋靖
E-mail：itabashi.yasushi@tokyu-cnst.co.jp

（3）学生による語り合いのシンポジオン2024

学生諸君は「日々の日常活動を大切に」と考
え、まちづくり、住まいづくり、種々ボランテイ
アなど、旺盛なチャレンジ精神で主体的かつ精
力的に活動しています。
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本会では、会員向けにホテル・レンタカー・文具・美術館等の各種優待
サービスが受けられる制度を設けております。
詳細は本会ホームページをご覧ください。

問合せ
日本建築学会総務グループ
TEL 03-3456-2016

詳細 https://w w w.aij.or.jp/t reatment.html

日本建築学会会員優待割引制度

シンポジオンでは、そうした学生諸君の活動
について話題提供の場を設け、語り合いと自由
討議により参加者全員で交流いたします。
日時：8月28日（水）13:30–16:00

会場：オンライン Zoom　※オンライン関連情
報は参加申し込みいただいた後に連絡します
定員：100名（申込先着順）
内容：話題提供学生による活動プレゼンテーシ
ョンおよび自由討議
参加には二種類あります。
A.話題提供に参加（学生）　B.交流として参加
（学生・職業人・市民）
◆A.  話題提供（学生チーム）
地域を特定せず、大学・短大・高専等から

5–10チーム程を募集いたします。北海道地域
以外のチームも大歓迎です。
件名に「建築学会大会シンポジオン話題提供
申込み」と明記して、下記の項目を記入の上、
E-mailでお申し込みいただきます。なお、チー
ムは複数名で構成いただければ幸いです。
1）学校名、所属
2）代表学生氏名（会員・会員外問わず学部生も
大歓迎）
3）代表学生連絡先（住所、電話、E-mail アドレ
ス）
4）アドバイザー教員（窓口教員）の氏名と所属
5）テーマ（内容が具体的に分かるようにサブ
テーマも可）
申込締切：8月20日（火）19:00

◆B.  交流としての参加（学生・職業人・市民）
話題提供はせず、話題提供学生と自由に語り
交流をお願いします。
問合せ・申込先：粟原知子（福井大学）
E-mail：tawahara@u-fukui.ac.jp

電話番号：0776-27-9967（研究室直通）
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学術講演会・建築デザイン発表会
研究協議会・研究懇談会・パネルディスカッション 一覧
会場：オンライン（Zoomミーティング）

部門 研究集会 1 研究集会 2 研究集会 3 研究集会 4 研究集会 5 研究集会 6 研究集会 7 研究集会 8
室名 第 A 室 第 B 室 第 C 室 第 D 室 第 E 室 第 F 室 第 G 室 第 H 室

8
月
27
日
（
火
）

＜ 8:45 ＞開会式（第 Z 室）

 9:00 ～
12:30

材料施工
PD（1）

構　造
（基礎構造）

PD

構　造
（鋼構造）

PD

構　造
（RC 構造）

PD

構　造
（振動）

PD

構　造
（壁式構造）

PD

農村計画
研懇

都市計画
PD

13:30 ～
17:00

学会賞講演

材料施工
PD（2）

材料施工
PD（3）

構　造
（応用力学）

PD

構　造
（荷重）

PD

構　造
（木質構造）

PD

構　造
（SCCS）

PD

学会賞講演
構造

（シェル・ 
空間構造）

PD

建築計画
PD

会場：明治大学

棟 アカデミー 
コモン リバティタワー グローバル 

フロント アカデミーコモン

部門 研究集会 15 研究集会 16 研究集会 17 研究集会 18 建築歴史・意匠 1 建築歴史・意匠 2 建築歴史・意匠 3 建築歴史・意匠 4

室名 ホール 1013 室 1011 室 ホール 308E 室 308F 室 309G 室 309H 室
定員 1055 492 266 192 111 147 63 63

8
月
28
日
（
水
）

 9:00 ～
12:30

9:30 〜 12:45
能登半島地震
緊急報告会

特別研究
（中高層木造）

研協

建築計画
研協

9001
〜

9013

日本建築史
寺院・神社

9102

〜

9126

意匠論
構成

9307

〜

9327

東洋建築史
ベトナム・カンボ
ジア／中国・韓国
／チベット・中国
近代／韓国近代・
イスラーム

13:30 ～
17:00

14:00 〜 17:00
記念

シンポジウム

建築
歴史・意匠

研協

総合研協
（居住支援）

8
月
29
日
（
木
）

 9:00 ～
12:30

9:30 〜 12:45
特別調査

（SDGs）
研協

学会賞講演

都市計画
研協

防　火
研協

9014

〜

9036

技法・図面／工
匠／住宅・城郭

9127

〜

9151

構成／都市

9225

〜

9248

日本近代
住宅

9328
〜

9345

西洋建築史
古代・中世・近世

西洋近代
19世紀～20世紀
初頭

13:30 ～
17:00

学会賞講演

環境工学
研協

特別調査
（解築学）

研協

農村計画
研協

建築法制
研協

9037

〜

9061

民家／劇場・茶
室

9152

〜

9176

都市／構法

9249

〜

9271

宗教・慰霊施設／
鉄道関連施設・大
学／建築家・建築
作品／理論・思想

9346

〜

9363

集合住宅／20世
紀前半・半ば以
降

8
月
30
日
（
金
）

 9:00 ～
12:30

海洋建築
研協

特別研究
（原発長期災害）

研協

9062

〜

9083

日本近代
公共建築／近代
化遺産／近代和
風／町家・料亭

9177

〜

9200

活動／イメージ

9272

〜

9295

都市史
日本(中近世・
近現代・集落・
伝統的町並み)
／東南アジア・
欧州(チェコ)

9364

〜

9387

保存
再生事例紹介／
建築群／制度・
理念

13:30 ～
17:00

9084

〜

9101

材料・技術／制
度・組織／建築
資料・メディア

9201

〜

9224

イメージ

9296

〜

9306

東アジア／欧州
(イタリア)

9388

〜

9406

材料・構法・技
術／資料・調査
手法

＜ 17:00 ＞閉会式（リバティタワー 1012室）

設計競技）
（技術部門

表彰式
9:00 〜 9:30

［注］ 研協：研究協議会、研懇：研究懇談会、PD：パネルディスカッション、学会賞講演：2024年学会賞（論文）受賞者記念講演、新人賞講演：2024年作品選集新人賞受賞者記念講演、
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会場：オンライン（Zoomミーティング）
研究集会 9 研究集会 10 研究集会 11 研究集会 12 研究集会 13 研究集会 14

第 I 室 第 J 室 第 K 室 第 L 室 第 M 室 第 N 室

8
月
27
日
（
火
）

＜ 8:45 ＞開会式（第 Z 室）

環境工学
PD

防　火
PD

教　育
研懇

学会賞講演

建築社会
システム

PD

地球環境
PD（1）

男女共同
PD

建築
歴史・意匠

PD

都市計画
研懇

情報システム
技術
PD

特別研究
（重層的木造）

PD

地球環境
PD（2）

倫　理
研懇

会場：明治大学

アカデミーコモン リバティタワー

都市計画 1 ／ 
建築歴史・意匠 5 都市計画 2 都市計画 3 都市計画 4 都市計画 5 都市計画 6 材料施工 1 材料施工 2 材料施工 3

309A 室 309B 室 309C 室 309E 室 309F 室 309J 室 1001 室 1012 室 1031 室
139 202 67 99 63 60 266 266 266

8
月
28
日
（
水
）

7001

〜

7023

都市計画
公園緑地と都市
環境／緑地の整
備・植栽／空き
家問題／空き地
利活用

7049

〜

7061

【OS】都市再生
とそのプロセス
／【OS】ウォー
カブルと空間活
用

7100

〜

7123

都市形成史／海
外都市計画／都
市計画事業

7196

〜

7220

街路景観の評価
／街路の環境評
価／街路とまち
づくり／街路空
間の活用

7311
〜

7333

プレイスメイキ
ング／中心市街
地立地／ウェル
ビーイング／都
市のイメージ形
成

7425

〜

7445

住民参加／まち
づくり組織／自
治体と組織／子
ども・子育て

1001

〜

1023

中性化／鉄筋腐
食，耐久性一般

1140

〜

1162

高流動・高強度・
CFTコンクリート
／軽量・流動化・
プレストレストコ
ンクリート／繊維
補強コンクリート

7024

〜

7046

規制誘導の運用
実態／開発と土
地利用／多主体
連携による地域
づくり

7062

〜

7068

【OS】暮らしの
リデザイン

7124

〜

7141

交通インフラと
都市／商業地・
商業空間

7221

〜

7245

水系空間の特徴
／オープンスペ
ースの特性／公
園のデザイン／
セミパブリック
スペース

7334

〜

7358

都市情報／都市
解析／仮想都市
空間／都市施設

7446

〜

7461

ワークショップ
／若年層の意識
／地域の活動

1024

〜
1048

凍害ほか／測定
手法・火害／電
気的特性ほか／
セメント

1163

〜

1186

再生骨材・再生
コンクリート，
その他の特殊コ
ンクリート

1280

〜

1304

圧送，床仕上げ

8
月
29
日
（
木
）

1049

〜

1072

セメント／骨材
／各種骨材・フ
ライアッシュ／
高炉スラグ微粉
末・化学混和剤

1187
〜

1210

フレッシュ時の
物性，強度・力
学的性質／収縮
・クリープ

1305

〜

1329

試験・検査法／
型枠工事／養生
・暑中コンクリ
ート

7047

〜

7048

【OS】空き地と
都市の再生戦略

7069

〜

7077

【OS】観光地域
のリノベーショ
ン

7142

〜

7160

土地利用／市街
地更新／マスタ
ープラン・都市
構造

7246

〜

7268

住環境／アクセ
シビリティ／郊
外住宅地／コミ
ュニティ

7359

〜

7380

復興／防災復興
まちづくり／環
境とまちづくり
／暮らしとまち
づくり

7462

〜

7486

景観分析とその
手法／景観評価
／地域イメージ
／環境デザイン

1073

〜

1093

混和材／繊維ほ
か／ドローン・
目視調査／AI・
損傷評価

1211

〜

1234

収縮・クリープ，
アルカリシリカ
反応／環境配慮
・低炭素コンク
リート

1330

〜

1347

シーリング材／
ガスケット・ア
ーカイブズ／ア
スファルト防水
・改質アスファ
ルト防水

8
月
30
日
（
金
）

9407

〜

9430

建築歴史・意匠 
意匠論

イメージ

建築論
原論／日本近代

7078

〜

7090

【OS】都市基盤と
産業空間の形成・
変容／【OS】都市
と産業の変容・再
生／【OS】都市と
キャンパスの共創

7161

〜

7184

都市再生／ウォ
ーカブルのまち
づくり／地域資
源・公共空間の
活用

7269

〜

7288

地域施設・地域
拠点／地球環境
と住環境／健康
とウォーカブル
／公園・広場・
居場所

7381

〜

7404

逃げ地図／都市
と環境／避難・
避難所／水害対
策

7487

〜

7510

公共空間のデザ
イン／都市景観
／景観整備・制
度

1094

〜

1117

外壁調査・水分
評価／表層品質
・火害／電磁波
・近赤外線／木
材・微生物

1235

〜

1258

環境配慮・低炭
素コンクリート

1348

〜

1361

塗膜防水／含浸
材／雨仕舞

9431

〜

9447

思想／表現／現
代

7091

〜

7099

【OS】都市のオ
ープンスペース
／【OS】活動の
場所

7185

〜

7195

機能の立地・集
積／再開発・リ
ノベーション

7289

〜

7310

地域共生・福祉
／観光地／市街
地変容

7405

〜

7424

避難安全性の確
保／避難経路の
評価／防災意識
と行動／市民の
防災力

7511

〜

7534

歴史まちづくり
／伝統産業と景
観／歴史的町並
み／歴史的空間
分析

1118

〜

1139

建物調査・中性
化／あと施工ア
ンカー・構造補
強／補修材料・
工法

1259

〜

1279

環境配慮・低炭
素コンクリート

1362

〜

1384

シート防水／耐
久性・耐候性／
防水設計・施工
・改修

＜ 17:00 ＞閉会式（リバティタワー 1012室）
枠内の数字：講演番号、【OS】：オーガナイズドセッション
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会場：明治大学

リバティタワー

材料施工 4 材料施工 5 材料施工 6 ／
耐複合災害 建築計画 1 建築計画 2 建築計画 3 建築計画 4 建築計画 5 建築計画 6

1032 室 1064 室 1065 室 1063 室 1073 室 1074 室 1075 室 1076 室 1086 室
266 60 140 252 140 130 70 80 60

8
月
28
日
（
水
）

1504

〜

1529

高力ボルト・塗
装ほか／溶接部
検査／溶接

1635

〜

1656

材料施工
耐久性・L C A
／リサイクル・
資源利用／資源
循環・地球環境
保全

1385

〜

1408

A L C・成形セ
メント板／石・
張り石工事／タ
イルほか／左官
・ガラスほか

1530

〜

1554

溶接／ロボット
溶接

1657

〜

1680

コンクリートの
資源循環／ジオ
ポリマー

5001

〜

5024

高齢者居住系施
設／地域密着・
通所施設／高齢
者のコミュニテ
ィ／障害児者施
設

5121

〜

5141

図書館／社会教
育施設・スポー
ツ施設／災害対
応

5234

〜

5250

階段・ドローン
誘導／日常災害
・防災／地域災
害

5334

〜

5356

環境行動／パー
ソナルスペース
・拠点／サイン
・経路探索／場
所の価値

5448

〜

5466

住まい・住環境
の評価／ライフ
ステージと住ま
い／戸建て住宅
と住まい方

5534

〜

5552

施設と地域コミ
ュニティ／団地
等におけるコミ
ュニティ／リノ
ベーション：循
環型

8
月
29
日
（
木
）

1409

〜

1432

開口部ほか／木
材・木質材料・
難燃／木材・木
質材料

1555

〜

1577

BIM／安全・品
質管理／建設ロ
ボット

1681

〜

1689

コンクリート材
料と資源循環

5025

〜

5048

公共施設の転用
と複合化／商業
施設の複合化／
福祉における複
合化と課題／共
生の場づくり

5142

〜

5162

美術館・博物館
／劇場・ホール

5251

〜

5272

公共空間のバリ
アフリー／オー
ルジェンダート
イレ／落ち着け
る空間づくり／
空間構成・分析

5357

〜

5380

群集流動・視線
／群集流動・レ
イアウト／歩行
・滞留

5467

〜

5490

災害復興・エネル
ギー効率／集合住
宅の開発・配置／
団地の計画と再編
／住宅地・集合住
宅の変遷・変化

5553
〜

5573

P O E／参加型
ワークショップ
／建築周辺空間
構成／建築空間
・形式

1433

〜

1456

木材・木質材料

1578

〜

1597

解体／三次元計
測／施工の効率
化

99001

〜

99024

耐複合災害
マルチハザード
・耐複合災害／
水害と建築物／
土石流・降灰

5049

〜

5072

病棟計画／病院
マネジメント／
病院の平面計画
ほか／火葬場・
駅・空港ほか

5163

〜

5185

園児の行動・メ
ンテナンス／こ
ども施設の家具
の設え／こども
・青少年／社会
的養護

5273

〜

5295

空間体験／VR
・認知／視知覚
／賑わい空間

5381

〜

5404

個人的行動・愛
着／設計手法／
設計理論／FM
・P O E・プロ
グラミング

5491

〜

5510

集合住宅とコミ
ュニティ／コミ
ュニティ形成／
住宅地の管理・
運営

5574

〜

5590

街路・道路／文
化的景観／法・
制度・リスク

8
月
30
日
（
金
）

1457

〜

1479

屋根／外壁／内
装

1598

〜

1621

ドローンによる
検査／トランス
フォーメーショ
ン／3Dプリン
ター

99025

〜

99044

地震被害・復旧
・性能評価／建
築物の水害復旧
／災害対策コス
ト・BCP／防災
対策と生活再建

5073

〜

5096

大学，廃校活用
・学校図書館／
義務教育学校・
高校・COVID-
19／海外の教育
施設

5186

〜

5209

屋内緑化・屋外
空間／コワーキ
ング・ワーケー
ションほか／ワ
ークプレイス

5296

〜

5313

外部空間／室内
空間／空間と心
理

5405

〜

5429

リフォーム・再利
用／住宅改修と空
家活用／高齢者・
障害者の日常生活
支援／高齢者の住
生活環境

5511

〜

5533

集落の空間構成
／建築文化・景
観／建築技術・
修理工事／集合
住宅の変遷

5591

〜

5614

構法基礎・部材
・部品供給／構
法とストック／
構法とリノベー
ション／構法と
資源循環

1480

〜

1503

断熱材・汚れ／
コンクリート床
下地／床

1622

〜

1634

3Dプリンター
／コンクリート
打設

99045

〜

99054

災害と業務継続
／避難行動・支
援

5097

〜

5120

小学校の教育環
境／特別支援／
新しいコミュニ
ティ・プレイス

5210

〜

5233

ワークプレイス
／トイレ・計画
分析／庁舎・ホ
テルほか

5314

〜

5333

小規模空間／規
模・配置／設計
情報／設計知識

5430

〜

5447

設計と空間の分
析／住宅の空間
構成／住宅の外
部空間

5615

〜

5636

構法の地域性・
海外の構法／伝
統建築と構法／
各種木造構法／
構法と建材生産

＜ 17:00 ＞閉会式（リバティタワー 1012室）
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会場：明治大学

リバティタワー

建築デザイン
A ／表彰式

建築デザイン
B

建築デザイン
C 防火 1 防火 2 建築社会 

システム 1
建築社会 

システム 2 構造 1 構造 2

1083 室 1084 室 1085 室 1087 室 1093 室 1095 室 1096 室 1103 室 1104 室
168 70 110 60 270 70 140 168 70

8
月
28
日
（
水
）

3067
〜

3082

含水率を考慮した
木質材料の各種特
性／薬剤処理木材
の火災時の各種性
能／木材の燃焼特
性のモデル化など

8075

〜

8087

DX・コスト

22001

〜

22017

木質構造
実大建物挙動／
木造免震・制振

22125

〜

22142

木質構造
屋根・床

13:30 〜 15:00
表彰式

（奨励賞・
優秀論文）

3001

〜

3015

薬剤処理木材の
燃焼性／材料・
物品の燃焼性／
材料等の試験法

3083

〜

3097

木質系水平部材・接合
部の火災時の各種性能
／木造壁・床，弱点部
等の耐火性能／【OS】
木質系構造材料の防耐
火性能評価・設計技術

8088

〜
8104

BIM／防災・リ
スク評価／スト
ック活用

22018

〜

22038

木造制振

20001

〜

20023

荷重・信頼性
信頼性・基規準
・設計法／地震
荷重・耐震設計
・信頼性／雪荷
重・耐雪設計

8
月
29
日
（
木
）

14001

〜

14020

まちのコモンズ
を生む建築

14086

〜

14109

ランドスケープ
／ツーリズム

14177

〜

14196

資源・循環に資
する木材利用／
木質構造技術／
木材を活かした
木質構造建築

8001

〜

8026

住宅市場・住宅
需給／居住者の
意識・行動／住
宅セーフティネ
ット／高齢者の
居住

8105

〜

8126

建築・市場の動
向・分析方法／
建築・ものづく
りの現場／制度
の運用／地域と
の連携・協働

22039
〜

22061

大規模木造

20024

〜

20041

津波荷重・対津
波設計／火山・
積灰荷重・温度
荷重／太陽光パ
ネル，耐力評価

14021

〜

14040

都市インフラと
しての｢空地｣

14110

〜

14128

コンピューテー
ショナルデザイ
ン，要素技術／
設計方法

14197

〜

14216

人新世における
新たな環境と暮
らしのデザイン

3016

〜

3030

火炎・火災性状
／燃え拡がり性
状／煙流動性状
・煙制御

3098

〜

3112

木質部材・木質
架構木質ハイブ
リッド架構の耐
火性能／区画部
材等の耐火性能

8027

〜

8051

住要求・住まい
の安全・衛生／
住まいと災害／
長寿命化・リフ
ォーム／空き家
の対策・ 活用

8127

〜

8147

コスト／部材・
材料生産／海外
の建築生産／マ
ネジメント

22062

〜

22086

大規模木造／ハ
イブリッド構造，
プレストレスト
構造／新工法

20042

〜

20065

風圧力，風力／
風応答，耐風設
計／C F D／実
験方法，観測方
法

8
月
30
日
（
金
）

14041

〜

14060

コラボラティブ
・デザイン

14129

〜

14151

住宅と集合住宅／
再生とリノベーシ
ョン，再構築／学
びの場／スポーツ
施設・駅・高架下
の空間利用

14217

〜

14236

解体から考える
建築デザイン

3031

〜

3049

可燃物量調査／避難
行動・避難誘導／ 
【OS】最新技術を活
用した避難研究・避
難安全性評価技術

3113

〜

3135

木材被覆を用いた鋼部
材の耐火性能／吹付け
ロックウールの各種性
能／鋼材の高温時特性
・温度上昇特性／鋼部
材・鋼架構の耐火性能

8052

〜

8074

住宅の更新／集
合住宅の管理・
改修・長寿命化
・建替え

8148

〜

8171

技能者／建築生
産

22087

〜

22106

新工法

23279

〜

23299

PC構造
アンボンド部材
／ 鋼 繊 維 補 強
PC部材／合成
部材

14061

〜

14085

資源循環／地域
(集落)／地域(産
業)／地域(デザ
イン)

14152

〜

14176

都市再生／地域
再生

14237

〜

14261

オフィス／医療
施設／図書館／
展示施設

3050

〜

3066

【OS】避難安全のバ
リアフリーデザイン
の事例と課題／火災
事例・火災安全性評
価／市街地火災と地
域消防力

3136

〜

3157

鋼材・コンクリー
トの火害診断／床
スラブ等の耐火性
能／コンクリート
系材料・部材等の
火災時の各種性能

8172

〜

8195

画像処理／AR/
VR／動線・経
路／ライフサイ
クルBIM

22107

〜

22124

新工法

23300

〜

23308

設計・解析法，
新構法

＜ 17:00 ＞閉会式（リバティタワー 1012室）
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リバティタワー

構造 3 構造 4 構造 5 構造 6 構造 7 構造 8 構造 9 構造 10 構造 11

1105 室 1106 室 1113 室 1114 室 1115 室 1116 室 1123 室 1124 室 1125 室
110 140 140 130 70 140 168 70 130

8
月
28
日
（
水
）

22143

〜

22164

木質構造
腐朽・蟻害／面
材壁

22277

〜

22294

木質構造
材料特性

23001

〜

23023

RC構造
コンクリート・
鉄筋・継手・せ
ん断／RC構成
則・解析法／付
着・定着

23127

〜

23150

RC構造
RC梁

20143
〜

20151

基礎構造
山留め

20275

〜

20300

シェル・ 
空間構造

立体骨組の静的挙
動／地震応答・振
動制御／動的崩壊
・振動実験

22686

〜

22708

SCCS
端部RC中央S梁，
RCS柱梁接合部，
RCS構造／CFT
柱脚

22404

〜

22427

鉄骨構造
設計法／立体骨
組

22165

〜

22186

面材壁／筋かい
耐力壁

22295

〜

22317

材料特性／部材
性能

23024

〜

23043

付着・定着／ス
ラブ／RC非構
造壁・RC部材
接合

23151

〜

23166

RC梁

23256

〜

23278

RC構造
あと施工アンカ
ー・スタッド

20152

〜

20176

地盤改良，土の
性質・調査杭／
杭：鉛直・施工
管理

20301

〜

20321

シェル構造／構
造デザイン

22709

〜

22730

木質合成構造／
FRP合成構造

22428

〜

22450

平面骨組／骨組
の振動

8
月
29
日
（
木
）

22187

〜

22211

接合具

22318

〜

22340

部材性能／実態
調査・被害調査
／住宅耐震診断
・補強

23044

〜

23063

震害，RC耐震
診断／RC耐震
改修・空間拡大
／RC柱

23167

〜

23190

RC耐震壁

20066

〜

20087

応用力学・ 
構造解析

力学基礎理論／
材料の力学／数
値解析

20177

〜

20199

杭：鉛直・施工
管理／杭：水平
・杭体

20322

〜

20345

膜構造／集客施
設の天井・非構
造材

22731

〜

22754

CFT柱・柱継手
・柱梁接合部

22451
〜

22472

柱梁接合部

22212

〜

22236

接合具／柱頭柱
脚接合部

22341

〜

22364

伝統建築耐震診
断・補強／耐震
設計法

23064

〜

23083

RC柱

23191

〜

23211

RC耐震壁／RC
基礎・杭・杭頭
接合部，相互作
用

20088

〜

20106

臨界現象・限界
状態の力学／衝
撃解析・設計

20200

〜

20225

杭：水平・杭体

20346

〜

20371

ケーブル・ハイ
ブリッド構造／
構造形態創生・
折り紙・切り紙

22755

〜

22779

CES構造・SC柱
／鋼材とコンク
リートの接合部
／合成梁・合成
床・合成壁／そ
の他の合成構造

22473

〜

22494

柱梁接合部／パ
ネル，継手

8
月
30
日
（
金
）

22237

〜

22257

モーメント抵抗
接合

22365

〜

22389

伝統構法構造要
素／振動特性／
耐震性能評価／
改修技術

23084

〜

23107

RC梁柱接合部
／RC骨組

23212

〜

23235

RC設計・性能
評価

20107

〜

20128

構造骨組の最適
化／免制振の最
適化／最適化技
術・分析評価・
プログラム開発

20226

〜

20251

既存杭／沈下／
支持力，併用基
礎，液状化

20372

〜

20393

木質空間構造／
ガラス・新素材
・低炭素化社会
と構造設計／植
物構造オプト

23309

〜

23333

壁式構造・ 
組積造

壁式RC造／枠
組・無筋組積造
／CB塀／海外
の組積造

22495

〜

22518

柱脚，ブレース
接合部

22258

〜

22276

継手・仕口

22390

〜

22403

土塗り壁，板壁
・格子壁

23108

〜

23126

RC骨組，解析
法・免震・制震
・制振／R C耐
震補強

23236

〜

23255

RC設計・性能
評価／型枠・施
工法ほか

20129

〜

20142

部材最適化・ト
ポロジー最適化
・形状制御／機
械学習・逆解析

20252

〜

20274

液状化／動的問
題／小規模建築
物基礎

22519

〜

22533

その他の接合部
／リユース・リ
サイクル

＜ 17:00 ＞閉会式（リバティタワー 1012室）
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会場：明治大学

リバティタワー

構造 12 構造 13 構造 14 構造 15 構造 16 教育／ 
海洋建築 環境工学 1 環境工学 2 環境工学 3

1126 室 1133 室 1134 室 1136 室 1143 室 1135 室 1144 室 1145 室 1146 室
140 140 130 140 168 70 70 110 140

8
月
28
日
（
水
）

22534

〜

22556

鉄骨構造
引張材・圧縮材
／梁材

21474

〜

21499

原子力プラント
最適化／地震応
答解析／非線形
特性／モデリン
グ／開口補強/
PLMほか

21079

〜

21099

振動
強震観測／振動
特性・被害予測

21199

〜

21220

振動
免震・制振／床
応答・内部空間
／応答評価法

21332
〜

21354

振動
相互作用：応答
評価／解析法／
地盤ばね／杭基
礎

13001

〜

13022

教育
防災教育／教材
・学習プログラ
ム／市民教育／
建築教育とDX

40248

〜

40271

熱環境
学校・保育施設
／健康影響／睡
眠環境

40358

〜

40379

熱環境
気象データ／断
熱性能評価／遮
熱・日射熱取得

22557

〜

22580

梁材，床材／そ
の他の部材

22664

〜

22685

鉄骨構造
耐震補強･改修

21100

〜

21120

振動実験

21221

〜

21242

応答評価法／骨
組構造性能

21355

〜

21379

観測記録，津波
／風応答／免震
装置／実大加振
試験，EXP.J

13023

〜

13034

教材・DX・職
能／SDGs・ド
ローン・防災と
教育

40149

〜
40173

環境振動
振動源・建物振動
・加振力／地盤振
動・振動予測／床
振動／振動評価・
振動実験

40272

〜

40290

【OS】住宅の温熱
環境，温熱感とシ
ミュレーション／
伝熱・熱負荷解析
／熱環境シミュレ
ーション

40001

〜

40024

環境心理・生理
ワークプレイス
・ABW／バイ
オフィリックデ
ザイン

8
月
29
日
（
木
）

22581

〜

22602

柱材／ブレース

21001

〜

21023

振動
2024年能登半島
地震の強震動特
性と被害／歴史
地震

21121

〜

21144

AI・被害調査／
被害想定／人的
被害

21243

〜

21265

骨組構造性能／
粘性・粘弾性ダ
ンパー

21380

〜

21403

積層ゴム，すべ
り支承

10001

〜

10024

海洋建築
海洋空間利用・実例
／海辺・水域利用／
水槽・加振実験／避
難・安全計画／地域
事例・調査

40226

〜

40247

電磁環境
計測評価／ワイ
ヤレス給電・無
線電力伝送／電
気設備・放射線
環境

40291
〜

40310

機械学習・最適
化／非住宅の温
熱環境

40025

〜

40046

音環境と知的生産
性／高齢者・子ど
も・ユニバーサル
デザイン／店舗・
景観評価／理論・
予測・評価手法

22603

〜

22621

ブレース／耐震
壁，2次部材

21024

〜

21047

震源特性／常時
微動・地下構造
／地震波伝播・
減衰特性

21145

〜

21161

人間行動／被災
度判定・災害対
応／風応答，知
覚時間

21266

〜

21287

粘性・粘弾性ダ
ンパー／質量ダ
ンパー

21404

〜

21427

すべり支承・す
べり基礎／ダン
パー

10025

〜

10032

【OS】浮体都市や
浮体建築の実現に
向けた国内外の取
組事例／【OS】海
洋建築物・海洋構
造物の施設設計

8
月
30
日
（
金
）

22622

〜

22643

その他の鉄骨構
造／素材特性

21048

〜

21071

地盤震動／地震
動予測モデル／
強震動評価・建
物被害評価

21162

〜

21186

映像解析・微動計
測／構造同定・モ
デリング／非線形
特性・応答スペク
トル／少数観測点
・波形識別

21288

〜

21309

質量ダンパー／
履歴ダンパー／
制御性能評価

21428

〜

21449

制動装置／免震
システム

40679

〜

40696

水環境
水環境のサステナ
ビリティ／【OS】
建築・都市におけ
る持続可能な水環
境について考える

40311

〜

40333

適応モデル／温
熱快適性・生産
性／不均一空間

40047

〜

40059

【OS】仮想空間の
可能性と課題，
実空間の意義／
仮想空間の利用

22644

〜

22663

高力ボルト／溶
接

21072

〜

21078

トルコ・シリア
地震の強震動

21187

〜

21198

RC・SRC造／
面的被害・発熱
・木造

21310

〜

21331

制御性能評価／
各種制振システ
ム

21450

〜

21473

応答評価

10033

〜

10051

海域環境・保全
／浮体・係留／
荷重評価／グリ
ーンエネルギー

40697

〜

40714

給水・給湯シス
テム／衛生シス
テム／排水シス
テム

40334

〜

40357

局所気流／温熱
環境制御／温熱
要素・指標／温
熱感覚・反応

40060

〜

40082

生体情報計測／
利用者ニーズ・
空間認知／住生
活／健康・ウェ
ルビーイング

＜ 17:00 ＞閉会式（リバティタワー 1012室）
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リバティタワー グローバル 
フロント

環境工学 4 環境工学 5 環境工学 6 環境工学 7 環境工学 8 環境工学 9 環境工学 10 環境工学 11 農村計画

1153 室 1154 室 1155 室 1156 室 1163 室 1164 室 1165 室 1166 室 4021 室
140 130 70 140 168 70 110 140 108

8
月
28
日
（
水
）

40174

〜

40198

光環境
昼光利用／健康
・生理特性・景
観評価／明るさ
・グレア・開放
感

40715

〜

40740

建築設備
空気搬送，吹出し
・吸込み，住宅用
全館空調，蓄熱式
空調システム／住
宅の潜熱処理ほか

40778

〜

40800

建築設備
ゼロエネルギー
建築

40992

〜

41016

環境設計
健康／L C A／
木材流通・CO2
評価／建築物・
建設資材のCO2
評価

40456

〜

40478

熱環境
湿気物性と解析
手法／吸放湿／
空間の湿度／空
気と水蒸気の移
動

40878

〜

40893

都市環境・設備
都市の風環境／

【OS】暑熱環境適
応都市・まちづ
くり

6001

〜

6021

集落景観と地域
デザイン／集落
・自然景観／環
境資源・環境資
産

40199

〜

40206

【OS】窓・開口部
がもたらす光・
視環境の評価と
設計規準

40125

〜

40148

音環境
床衝撃音／遮音，
騒音対策・評価

40741

〜

40764

デシカント空調・ 
システムシミュレ
ーション／寒冷地
のペリメーター温
熱環境／空調シス
テムの省エネほか

40801

〜

40818

ZEB ／ ヒ ュ ー マ
ンファクター・行
動変容・省エネ／  

【OS】建築環境のヒ
ューマンファクタ
ーデザインと評価

41017

〜

41040

エ ネ ル ギ ー ・
CO2の推計・評
価／炭素・資源
循環／室内緑化
・生態系／緑化
・木材

40432

〜

40455

熱環境
結露・カビ／塩
類・変形／雨・
雪による水分／
生物と湿気

40479

〜

40502

パッシブデザイン
／住み・使いこな
し／開口部の改修
・デザイン／地域
の気候・風土，自
然エネルギー利用

40894

〜

40913

【OS】暑熱環境適
応都市・まちづ
くり／都市の風
環境／都市気候
シミュレーショ
ン

6022

〜

6045

住居空間とその
持続性／住文化
・構造とその課
題／集落空間と
集落文化

8
月
29
日
（
木
）

40207

〜

40225

色・雰囲気・印
象／防災・誘目
・サイン／照明
制御・照明手法

40570

〜

40590

空気環境
室内気流の測定
法・解析法／建
物周辺気流・都
市気流

40765

〜

40777

熱源システム・
実測評価・省エ
ネルギー／未利
用エネルギー・
新エネルギー活
用システム

40819

〜

40838

【OS】持続可能な環
境建築への挑戦／
シミュレーション
ツール／EMSの活
用・ 開 発 ／ CN・
LCA

41041

〜

41060

環境改修／エネ
ルギー消費実態
／設計技術・環
境性能評価

40503

〜

40520

通風・換気・廃
熱の建築デザイ
ン／建築物の環
境性能評価

40914

〜

40939

都市の緑・水辺
／都市気候・微
気候／暑熱環境
適応策／屋外環
境の温熱生理・
心理

6046
〜

6068

計画論・地域構
造／地域組織と
コミュニティ形
成／移住／地域
外居住者の受入
れと交流

14:00 〜 17:00
新人賞講演・

表彰式

8
月
30
日
（
金
）

40083

〜

40100

音環境
屋外騒音／【OS】
建築音響におけ
る計測技術・測
定法

40591

〜

40607

【OS】SVOC と
MP：実態調査，
測定法・評価／
浄化と除染／微
生物

40630

〜

40653

空気環境
住宅，業務厨房・
工場・クリーンルー
ム等，オフィス，
学校・病院等の換
気・空調

40839

〜

40858

ZEH／住宅の設
備・暮らし方／太
陽エネルギー利用
・気象データ／発
電所・商業施設・
病院の設備

40380

〜

40405

熱環境
開口部／集合住
宅

41061

〜

41080

環境設計
環境行動：学校
ほか／学校環境
評価／住環境特
性・調査／環境
性能評価

40521

〜

40546

改修によるゼロ
エネルギー建築
／ゼロエネルギ
ー建築

40940

〜

40965

環境配慮型都市，
空間データ利用技
術／建築・都市の
エネルギー・水消
費／EMS／スマ
ートシティほか

6069

〜

6086

地域拠点の利活
用と持続性／地
域包括ケアと交
通／防災・災害
復興

40101

〜

40124

遮音／吸音・室
内音場解析／室
内音響・聴感印
象／音声伝送

40608

〜

40629

大空間の換気・空
調，住宅の自然換
気・通風／オフィ
ス等の自然換気・
ハイブリッド換気
／気流・換気制御

40654

〜

40678

知覚空気質／シ
ックハウスと換
気／低減対策／
感染リスク

40859

〜

40877

TABS・デマン
ドレスポンス・
スマートグリッ
ド／AI技術の活
用／施工・保全
・防災

40406

〜

40431

住宅の空調シス
テム／住宅の熱
性能・エネルギ
ー性能／住宅の
温熱環境

41081

〜

41088

蒸暑地域建築／ 
【O S】C o o l i n g 
so lu t ions for 
t h e  G l o b a l 
South

40547

〜

40569

ゼロエネルギー
建築／住宅の改
修と評価

40966

〜

40991

地域エネルギーシ
ステム／未利用エ
ネルギー・再生可
能エネルギー／都
市 防 災 ・ 減 災 ，
BCP・DCP

6087

〜

6093

【OS】地域づくり
に学ぶこと

＜ 17:00 ＞閉会式（リバティタワー 1012室）
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会場：明治大学
グローバル 
フロント アカデミーコモン

情報システム
技術 設計競技 建築作品展

4031 室 A1～A3会議室 A4～A6会議室
108 252 252

8
月
28
日
（
水
）

11001

〜

11020

XR・CG・可視化
・仮想環境／防
災，建築構造，
生産分野の情報
技術応用

9:30 〜 14:30
設計競技 
公開審査

15:45 〜 16:30
表彰式

建築作品展
・学会賞（作品・技術・業績）
・教育賞（教育貢献）
・作品選奨
・設計競技全国入選
・技術部門設計競技入選
・優秀卒業論文賞・優秀修士論文賞
・全国大学・高専卒業設計

（最終日は 15:00 まで）

11021

〜

11044

BIM・CAD・ 
設計システム／
建築計画・設計
分野の情報技術
応用

8
月
29
日
（
木
）

11045

〜

11069

AI・機械学習・
深層学習・デザ
イン科学

11070

〜

11095

デジタルファブリ
ケーション／ロボ
ティクス，センシ
ング／GIS・都市
データ／デジタル
ツィン・DX

8
月
30
日
（
金
）

11096

〜

11119

数値解析・シミュ
レーション・数理
統計・最適化／点
群・デジタルスキ
ャニング・フォト
グラメトリ

11120

〜

11125

スマートシティ／
情報ネットワー
ク／人間科学

＜ 17:00 ＞閉会式（リバティタワー 1012室）



56 建築雑誌 2024年 07月号 Vol. 139 No. 1790

受賞者記念講演  
2024年日本建築学会賞（論文）、
作品選集新人賞

学会賞（論文）
分野 講演題目 講演者 期日 時間 開催形式 会場 司会

材料施工 鉄筋コンクリート構造物の塩害および
フレッシュコンクリートの流動性評価
に関する解析的研究と機械学習への
展開

山田義智 8月27日（火） 13:30–13:45 オンライン 研究集会1
第A室
（材料［カーボンニュートラル］

PD2）

野口貴文
（材料施工委員会委員長）

構造 建築構造物の振動モード特性の変化
に着目したTMD応答制御法の新たな
拡張に関する研究

吉中進 8月27日（火） 13:30–13:45 オンライン 研究集会7
第G室
（構造［シェル・空間構造］PD）

五十田博
（構造委員会委員長）

環境工学 環境騒音の予測と評価に関する一連
の研究

坂本慎一 8月29日（木） 13:30–13:45 対　面 研究集会15
アカデミーコモンホール
（環境工学研協）

伊庭千恵美
（環境工学委員会幹事）

気候風土に適合した建築創成のため
の温熱環境と適応モデル・適応行動に
関する研究

リジャル ホム・
バハドゥル

13:45–14:00

都市計画 人・運動・場所から編成する都市計画
史に関する一連の研究

中島直人 8月29日（木） 9:00–9:15 対　面 研究集会16
リバティタワー  1013室
（都市計画研協）

饗庭伸
（都市計画委員会委員長）

建築社会システム 建築物の浸水対策案の試設計に基づく
その費用対効果に関する一連の研究

木内望 8月27日（火） 9:00–9:15 オンライン 研究集会12
第L室
（建築社会システムPD）

浦江真人
（建築社会システム委員会委員長）

作品選集新人賞
講演題目 講演者 期日 時間 会場 司会

ザ ロイヤルパークホテル アイコニック 京都 市川徹 8月29日（木） 14:00–14:06 リバティタワー 1 6 階
1163室

杉浦久子
（大会建築デザイン発表会運営委員会委員長）

B-Innovation 宇都宮明翔 14:06–14:12

昭和学院小学校 ウエスト館 大庭拓也 14:12–14:18

高田の家  HONESTHOUSE 緒方洋平
緒方春

14:18–14:24

道の駅しょうなん てんと 桔川卓也 14:24–14:30

7部屋のコートハウス 葛島隆之 14:30–14:36

青森市新市庁舎 小寺亮 14:36–14:42

福岡ピノキオこども園 佐々木翔 14:42–14:48

土蔵と補う増築 澤秀俊 14:48–14:54

森と人の輪 立田山憩の森・お祭り広場公衆トイレ 曽根拓也
坂本達典
前原竹二

14:54–15:00

木曽町役場 千田友己
千田藍
岡山俊介

15:00–15:06

熊本城特別見学通路 塚川譲
堀駿

15:06–15:12

玉造幼稚園
橋本尚樹

15:12–15:18

JAKUETS福井本社改修計画

明治アドエージェンシー本社ビル 花岡竜樹 15:18–15:24

伽藍の胸襟を開き　いま地域の変化に寄り添う 羽村祐毅 15:24–15:30

嘉麻市庁舎 福田哲也
福田光俊
清水章太郎

15:30–15:36

ニセカイジュウタク 横井創馬
佐瀬和穂
大沢美幸

15:36–15:42
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期日：8月28日（水）– 30日（金）
時間：9:00–17:00（最終日は15:00まで）
会場：明治大学（アカデミーコモン 2階A4–A6

会議室）　建築作品展 内

受賞作品展  
2024年学会賞  
（作品・技術・業績）、  
教育賞（教育貢献）、作品選奨　 

受賞業績 受賞者

学会賞（作品） House & Restaurant 石上純也

岩国のアトリエ 向山徹

八千代市の老人デイサービスセンター「52間の縁側」 山﨑健太郎

学会賞（技術） 外装一体型太陽電池モジュールの実用化と建物への実装 梅田和彦／山口亮／宮嶋禎朗／中島昭彦

高強度鉄筋を緊張材とするPCaPC梁の開発と木質材料利用への展開 河本慎一郎／森山毅子彦／相馬智明／是永健好

バイオミメティクス技術を活用した超撥水型枠 辻埜真人／黒田泰弘／西川浩之／片山行雄

学会賞（業績） 大東市公民連携北条まちづくりプロジェクト　morineki 入江智子／大島芳彦／忽那裕樹

公益財団法人ギャラリーエークワッド（GA4）の18年間の建築文化発信活動 岡部三知代／白川裕信

南山大学におけるモダニズム建築群の保存再生と大学キャンパスの成長デザインへの取り組み 南山大学／古賀大／廣瀬浩二／武田新平／八鍬孝志／
藤井啓介／鎌田順寛／田原幸夫

教育賞（教育貢献） 耐震シミュレーションソフト「wallstat」を用いた木造住宅の耐震性理解のための教育活動 中川貴文

JCAABEまちづくりファシリテーター養成講座実施委員会「建築系まちづくりファシリテーター養成講座」の開発
と実践

連健夫／松村哲志／野澤康／市古太郎／阿部俊彦

日本と北欧をつなぐ、大学生を対象とした学び合いのプログラム 矢野拓洋

はじめてのまちづくり学 山崎義人／清野隆／柏崎梢／野田満

作品選奨 土生公民館　 赤松佳珠子／大村真也／山田憲明

三組坂 flat 伊藤博之／上原絢子／多田脩二

GOOD CYCLE BUILDING 001　淺沼組名古屋支店改修PJ 川島範久／石原誠一郎／長谷川清／國友拓郎

石川県立図書館 仙田満／金箱温春

古平町複合施設 かなえーる 高橋章夫／杉野宏樹／小山智子／藤間一憲／山本進

みなみあいづ森と木の情報・活動ステーション きとね 滑田崇志／斉藤光

甲陽園の家 畑友洋／萬田隆

ケーブルカー 藤野高志

santo 前田圭介

歳吉屋 －BYAKU Narai－　 美島康人／長谷川裕馬／吉本晃一朗
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研究集会 
研究協議会・研究懇談会・
パネルディスカッション

※ 研協：研究協議会、研懇：研究懇談会、PD：パネルディスカッション
※ 総合研究協議会・研究協議会は対面、研究懇談会・パネルディスカッションはオンラインで開催します。
※ 各研究集会の詳細は本会Webページをご覧ください。
部門・委員会 種別 主題 頒布資料 日時 室名

総合研究協議会 居住の貧困に対応する「空間×支援」
─居住支援の世界

あり 8月 28日（水）
13:30–17:00

リバティタワー 1011室

材料施工 PD（1） 建築資材サプライチェーンにおける蓄積と分散 あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第A室

PD（2） コンクリートはカーボンニュートラル・カーボンネガティブを実現できるか あり 8月 27日（火）
13:45–17:00

オンライン 第A室

PD（3） 建築施工の自動化・ロボット化の変遷と今後
─ロボットを建築現場で有効活用する秘策はあるのか

あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第B室

構造 PD（応用力学） これからの構造教育に必要なものは？ あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第C室

PD（荷重） 確率論的地震ハザード評価を活用した地震荷重評価の高度化の展望と利用に向けた課題 あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第D室

PD（基礎構造） 建築基礎に利用される地盤改良の最新の技術動向と低炭素社会実現に向けた将来への期待 あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第B室

PD（木質構造） 木造超高層建築技術からの普及技術を考える あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第E室

PD（鋼構造） 多様化する社会のニーズに応える限界状態設計法への期待 あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第C室

PD（RC構造） RC構造保有水平耐力計算規準の改定に向けて あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第D室

PD（SCCS） 繊維強化プラスチックを用いた合成構造の可能性
─応用事例・研究開発と最新技術

あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第F室

PD（シェル・ 
空間構造）

ラチスシェル構造の研究と構造設計の現在 あり 8月 27日（火）
13:45–17:00

オンライン 第G室

PD（振動） 大振幅地震動に対する耐震性能評価
─実験データに基づく修復コスト評価

あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第E室

PD（壁式構造） 既存組積造建造物の耐震対策の動向
─途上国住宅・歴史的建造物・内蔵組積造壁の耐震化

あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第F室

防火 研協 火災時・避難時倒壊防止性能検証等による木質構造建築物の現状と課題 あり 8月 29日（木）
9:30–12:30

リバティタワー 1011室

PD 避難安全検証法等の現状、課題と展望 なし 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第J室

環境工学 研協 建築環境工学教育のこれまでとこれから あり 8月 29日（木）
14:00–17:00

アカデミーコモンホール

PD 半屋内外空間を考える あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第 I室

建築計画 研協 同潤会100年
─団地計画の来し方行く末

あり 8月 28日（水）
9:00–12:30

リバティタワー 1011室

PD フィールドワークの新しい方法
─「みる」と「知る」の再接続

あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第H室

農村計画 研協 手わたすことはできるか
─暮らしの危機に立ち向かう農村地域づくりのこれまでとこれから

あり 8月 29日（木）
13:30–17:00

リバティタワー 1011室

研懇 特産品 を／が 生み出す地域景観 あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第G室

都市計画 研協 能登半島地震復興 あり 8月 29日（木）
9:15–12:30

リバティタワー 1013室

研懇 グローバルリスクへの適応を起点とする一石N鳥の回生型空間再生 あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第J室

PD 郊外住宅地の再生アプローチ あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第H室

建築社会システム PD オフサイト・コンストラクション（OC）再考 あり 8月 27日（火）
9:15–12:30

オンライン 第L室
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部門・委員会 種別 主題 頒布資料 日時 室名

建築歴史・意匠 研協 戦後昭和のオフィスビルの歴史的価値と保存継承 あり 8月 28日（水）
13:30–17:00

リバティタワー 1013室

PD 都市の物質性 （マテリアリティ） は都市史研究に何を提起しうるか あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第 I室

海洋建築 研協 津波避難における最後の砦としての建築の役割を考える あり 8月 30日（金）
9:00–12:30

リバティタワー 1011室

情報システム技術 PD AI時代の建築設計教育 あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第K室

建築教育 研懇 DXを活用した建築教育の手法と技術の課題と可能性 なし 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第K室

建築法制 研協 建築基準の適合性を確保するために
─現行の基準・制度の課題と今後目指すべき方向を考える

あり 8月 29日（木）
13:30–17:00

グローバルフロントホール

地球環境 PD（1） 気候変動問題の枠組みを超える責任あるポジティブデザインとイノベーション あり 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第M室

PD（2） 地球環境危機の時代での脱炭素の建築・都市・地域づくりのデザインと主体を問う あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第M室

重層的に描く木造の現代性
［若手奨励］特別研究委員会

PD 重層的に描く木造の「現代性」 あり 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第L室

原発長期災害対応特別研究
委員会

研協 原発事故の被害と復興政策に関する建築学研究の到達点と課題 あり 8月 30日（金）
9:00–12:30

グローバルフロントホール

中高層木造建築物の社会実
装・一般化のための学術・技
術課題特別研究委員会

研協 ここまできた中高層木造の現状と課題 あり 8月 28日（水）
9:00–12:30

リバティータワー 1013室

AIJ-SDGsアクション推進
特別調査委員会

研協 日本建築学会SDGsアクションプランの実践
─SDGs教育・社会ストック・住の貧困面からの報告

あり 8月 29日（木）
9:30–12:45

アカデミーコモンホール

解体から始まる循環型建築
学特別調査委員会

研協 解体から始まる循環型建築学
─「解築学」の提唱

あり 8月 29日（木）
13:30–17:00

リバティタワー 1013室

男女共同参画推進委員会 PD アカデミアへの女性進出に向けたアドバイス なし 8月 27日（火）
9:00–12:30

オンライン 第N室

倫理委員会 研懇 建築学会の倫理を考える なし 8月 27日（火）
13:30–17:00

オンライン 第N室

災害 緊急報告会 緊急報告会「2024年能登半島地震災害調査報告会」 あり 8月 28日（水）
9:30–12:45

アカデミーコモンホール
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総合研究協議会

居住の貧困に対応する�
「空間×支援」
─居住支援の世界

［資料あり］

1

8月28日（水）13:30～17:00　リバティタワー 1011室

司会　　長谷川洋（国土技術政策総合研究所）
副司会　蕭耕偉郎（東京大学）
記録　　河西奈緒（国立社会保障・人口問題研究所）

1. 主旨説明　包括的居住支援に向けて　大月敏雄（東京大学）
2. 主題解説
❶東京山谷を中心とした生活困窮者支援

千葉　翼・松元文樹（自立支援センターふるさとの会）
❷居住支援法人のネットワーク形成

吉中由紀（全国居住支援法人協議会）
❸居住支援協議会のネットワーク形成

牧嶋誠吾（大牟田ライフサポートセンター）
❹「誰も断らない」居住支援

林　星一（座間市役所）
❺空き家活用と居住支援を両立する社会的事業

松本知之（Rennovater）
3. 討論　　コメンテーター：	阪東美智子（国立保健医療科学院）・	

佐藤由美（奈良県立大学）
4. まとめ　齊藤広子（横浜市立大学）

高齢者ばかりでなく、障害者、生活困窮者、刑余者、LGBTQ、ひ
とり親世帯、外国人といった、いわゆる住宅確保要配慮者に、賃貸住
宅を貸し出さないという事案が依然として多発している。また、コロ
ナ禍においては、寮付き就労から解雇されたり、収入の減少に伴い家
賃が払えなくなることにより、住む場を失う人々が急増し、社会問題
化した。
こうしたことから、2023年に国土交通省、厚生労働省、法務省の

3省合同で「住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のあり方に関
する検討会」が開かれ、その取りまとめをもとに、2024年の通常国
会において、住宅セーフティネット法の改正法案が審議され、2026
年度から施行される予定となっている。この法案では、同法が国土交
通省と厚生労働省の共同所管的な運用となることや、入居者の死後事
務対応の強化、家賃債務保証業者の認定制度の創設、居住サポート住
宅という生活支援付きの新たな住宅類型の認定制度の創設などが表明
されている。
このように、国政レベルでは居住支援行政の強化が進められてい

る中ではあるが、建築学全般では、居住支援という建築と社会課題に
またがる活動および研究分野への認識・展開がまだ深まっていない。
そこで、居住支援特別調査委員会では本研究協議会を通して、居住支
援の現場はどのような課題に直面しているのか、居住支援法人や居住
支援協議会、担当行政が抱える課題はなにか、これらの課題と空き家
やリノベーションという現象はどう絡むか、といった事柄を広く議論
する。

材料施工部門―パネルディスカッション（1）

建築資材サプライチェーンに�
おける蓄積と分散
［資料あり］

2

8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第A室

司会　　北垣亮馬（北海道大学）
記録　　越中谷光太郎（日本建築仕上材工業会）

1. 主旨説明　小山明男（明治大学）
2. 主題解説
❶建築資材の蓄積・分散の評価手法

田村雅紀（工学院大学）
❷建築構造資材における蓄積	 立屋敷久志（ダイヤリフォーム）
❸建築仕上資材における蓄積	 北坂昌二（石膏ボード工業会）
❹建築資材の解体・再資源化のアンケート調査と分散

朝吹香菜子（国士舘大学）
3. 討論
4. まとめ　野口貴文（東京大学）

国内の建築物は、高度成長期より、国内外からの多大な天然資源
や建設資材の投入に依拠したサプライチェーンにより、都市部を中心
に居宅・共同住宅や店舗をはじめ、事務所や工場・倉庫のほか、様々
な用途で構成された社会インフラとして成立してきた。これらの建築
物は、各用途に適した構造種別や建築資材で構成されるようになり、
一定の寿命を経てその使用を終える際に、その構成資材ごとにうまく
解体・分別されれば、適切な形で再資源化（アップサイクル、レベル
サイクル、ダウンサイクル）される可能性も見出せるようになった。
一方で、静脈系の仕組みを担う、現在の中間処理・廃棄物処理施

設は、都市・地方に必須の施設であるものの、周辺地域に環境影響を
及ぼす恐れがある建築制限対象物であり、各種建材の資源循環を促進
する技術開発や社会実装を進めるためには、建設業界をはじめ社会全
体の取組みや施策による支援がいまだ不可欠な状態といえる。
以上を踏まえ、本パネルディスカッションでは、主題解説として、

過去から現在まで、各種用途の建築物において使用されてきた建築資
材の使用総量と、将来における解体排出量の推計方法について示す。
続いて、その推計方法により、国内全体の建築物に使用されてきたコ
ンクリートやスチール製品等の建築構造資材と、石膏ボードや窯業系
サイディング等の建築仕上資材における使用総量を推定し、各種建築
資材ごとの総量的特徴や課題を紹介いただく。最後に、これらの各種
建築資材における製造工場・新設現場・解体現場における排出物発生
量と再資源化量に関する20年来の実態調査アンケート結果を示すと
ともに、寿命シナリオを想定したうえで、建築物が解体された後に発
生する各種建築資材量について紹介いただく。
討論では、主題解説を受け、過去から現在までの建築物内に蓄積

された建築資材を資源として見立て、解体排出物が資源リサイクル技
術により、新たな資材源として位置づけられる立場を模索し、枯渇性
資源に依存した資源循環体系を見直すための議論を展開したい。
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材料施工部門―パネルディスカッション（2）

コンクリートは�
カーボンニュートラル・カーボン�
ネガティブを実現できるか
［資料あり］

3

8月27日（火）13:45～17:00　オンライン 第A室

司会　　田村雅紀（工学院大学）
副司会　藤本郷史（宇都宮大学）
記録　　國枝陽一郎（東京都立大学）

1. 主旨説明　小山明男（明治大学）
2. 主題解説
❶カーボンマネジメント政策について

刀禰正樹（経済産業省）
❷セメント分野における取組み

吉田雅彦（セメント協会）
❸コンクリート分野における取組み

野口貴文（東京大学）
❹CO₂固定量評価の標準化	 丸山一平（東京大学）
❺法規制における課題	 土屋直子（国土技術政策総合研究所）
3. 討論
4. まとめ　杉山　央（宇都宮大学）

2020年10月の首相所信表明演説において、2050年までに温室
効果ガスの排出を全体として実質ゼロ（カーボンニュートラル）にす
ることが宣言された。
そのような中、2050年のカーボンニュートラル社会の実現に向け

て、国内外において官民で様々な取組みがなされており、その切り札
としてCCUS（二酸化炭素回収・有効利用・貯留）に注目が集まって
いる。また、カーボンニュートラルに資する技術開発に加えて、ライ
フサイクルでの総合評価システムを構築し、カーボン市場への実装を
図る検討や、コンクリートにおけるCO2固定量の評価に関する標準
化などが精力的に進められている。
一方、「建築工事標準仕様書・同解説　JASS	5	鉄筋コンクリート工

事」では、2022年の改定において、環境性が性能の一部として規定
され、資源循環性、環境安全性とともに、低炭素性が取り上げられて
いる。しかしながら、結合材の種類によっての等級分けに留まってい
るのが現状である。材料・コンクリートの製造、コンクリート構造物
の建設・供用・解体といったライフサイクルにおいて、低炭素よりも
野心的・効果的なカーボンニュートラル・カーボンネガティブを実現
しようとする技術開発や社会実装を進めるためには、建設業界はもち
ろん、社会全体における取組みや施策による支援が必要である。
本パネルディスカッションでは、主題解説として、カーボンマネ

ジメント政策、セメント・コンクリート分野における取組み、CO2固
定量評価に関する現状、および法規制における課題について紹介いた
だく。討論では主題解説を受け、コンクリート分野におけるカーボン
ニュートラル・カーボンネガティブの実現可能性とその課題、ならび
に「JASS	5	鉄筋コンクリート工事」や「鉄筋コンクリート造建築物
の環境配慮施工指針（案）・同解説」への導入について議論したい。

材料施工部門―パネルディスカッション（3）

建築施工の�
自動化・ロボット化の変遷と今後
─�ロボットを建築現場で有効活用する秘策は�
あるのか

［資料あり］

4

8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第B室

司会　　井上文宏（湘南工科大学）
副司会　深瀬勇太郎（清水建設）
記録　　鈴木信也（戸田建設）

1. 主旨説明　井上文宏（前掲）
2. 主題解説
❶今後の建築施工の自動化・ロボット化への提言

前田純一郎（国際建設技術情報研究所）
❷建築施工の自動化・ロボット化の最新状況

柳田克巳（鹿島建設）
❸AIによる革新的な建設施工の可能性

三澤颯大（燈）
❹建設業界の取組みと公的支援の必要性

宮口幹太（竹中工務店）・眞方山美穂（建築研究所）
❺近年の建築ロボット開発の傾向（ワーキンググループ調査結果）

中村　聡（東急建設）
3. 討論　　	「ロボットを建築現場で有効活用する秘策はあるのか」	

コーディネーター：浜田耕史（大林組）
4. まとめ　深瀬勇太郎（前掲）

国内の建設分野における施工の自動化・ロボット化への取組みが
始まったのは、1970年代後半である。製造業の機械化・自動化に倣
うように、建築作業に特化した作業ロボットの開発から始まり、ビル
建築全体を自動化する建設システムの開発も実施された。建設業は高
度成長期以後、1997年をピークとして建設投資額が減少し、呼応す
るように建設業就労者数も減少している。いわゆる建設の3K（危険、
汚い、きつい）に代表される作業環境の問題も深刻となるなど、若者
の建設業への意識は低く、新規入職者が増えない状況にある。2010
年以降、建物のリニューアル工事や都市部の再開発・公共施設工事な
どの急激な増加に伴い、建設需要の増加や資材価格の高騰が起きる中、
少子高齢化の時代を迎え、建設業を取り巻く環境は予断を許さない状
況となっている。こうした状況を打破するため、大手の建設会社を中
心として、ロボット導入に対する関心が再度高まり、建設施工の自動
化・ロボット化とともに近年急速に発展した情報化（ICT化技術）を
積極的に進める開発が実施されるようになった。さらに「建設DX」
に提唱されるデジタル化技術の開発は、新たな建築施工を生み出す起
爆剤となり、建設ロボットのさらなる展開と発展が期待できる。
本パネルディスカッションでは、建築分野で開発された建設ロボッ

トの導入事例を踏まえながら、近年の建築施工におけるロボット開発
の変遷と適用状況を各専門分野の方々から解説していただき、さらに
今後の建築ロボットの開発や方向性について共に議論を深めたい。
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構造部門（応用力学）―パネルディスカッション

これからの構造教育に�
必要なものは？
［資料あり］

5

8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第C室

司会　　朝川　剛（東京電機大学）
副司会　山田耕司（豊田工業高等専門学校）
記録　　前　稔文（大分工業高等専門学校）

1. 主旨説明　野村圭介（東海大学）
2. 主題解説
❶大学で身に付けるべき基礎力・力学的感性

上谷宏二（京都大学名誉教授）
❷若手が求める実務設計上の応用力・力学的感性・教育
1）総合建設業	 中村亮太（竹中工務店）
2）エンジニアリング事務所	 江村哲哉（Arup）
❸	組織で求められる応用力・力学的感性および組織が行う実践的教育
1）組織事務所	 山下　実（山下設計）
2）大学・アトリエ系事務所	 佐藤　淳（東京大学）
❹社会で役に立つ力学的能力・力学的感性

片迫幹男（フリーランス）
❺大学教育へのフィードバックと実践

野村圭介（前掲）
3. 討論　　朝川　剛（前掲）
4. まとめ　新宮清志（日本大学名誉教授）

数値解析が全盛の現代では誰でも数値解析モデルを作れるが、力
学的な感覚を持たないままでは、算出された解を鵜呑みにし、間違っ
た設計に至ってしまう可能性が否定できない。立場や場面に応じて適
切なモデルを作成し、その解析結果を的確に判断するためには、高度
な工学的判断が必要となる。これを身に付けるためには、一つの事象
に関する多様な評価・認識方法についてそれぞれの考え方を深く理解
し、様々な現象に柔軟に対応できる応用力・適応力と、新しい発想を
産み出す創造力を獲得する必要がある。これを担うのは教育であると
考えるが、それに足る教育が現状の大学で行われているのだろうか？
本パネルディスカッションでは、まず大学で身に付けるべき基礎

力を大学教員の視点で紹介いただく。次に、構造設計に携わる実務者
が求める応用力と教育を紹介いただく。大人数で設計を行う総合建設
業・組織事務所と少人数で設計を行うアトリエ系事務所で視点を分け
る。さらに、若手の実務者より自身の経験を踏まえて求める応用力と、
それを身に付けるにはどのような教育が必要であったかを、また、熟
練の実務者より組織内での教育の事例と、多くの若手を指導してきた
中で頻回に表れた教育事例を話題提供いただく。これらの意見・要望
を整理し、構造物のモデル化と力学教育小委員会で検討している大学
教育のカリキュラムに反映させる方法を紹介する。最後に、これから
の構造教育に必要なものを広く議論する。

構造部門（荷重）―パネルディスカッション

確率論的地震ハザード評価を�
活用した地震荷重評価の�
高度化の展望と�
利用に向けた課題
［資料あり］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第D室

司会　　福島誠一郎（リスク工学研究所）
副司会　恒川裕史（竹中工務店）
記録　　渡辺哲史（小堀鐸二研究所）

1. 主旨説明　森　保宏（名古屋大学）
2. 主題解説
❶確率論的地震ハザード評価の研究開発

藤原広行（防災科学技術研究所）
❷工学利用促進に向けた地震ハザード評価の課題と展望

石井　透（清水建設）
❸性能設計の実現に向けた地震荷重評価の展望

日下彰宏（小堀鐸二研究所）
❹応答スペクトルのハザード評価を活用した地震荷重評価

糸井達哉（東京大学）
3. 討論　　	進行：森井雄史（清水建設）	

主題解説者・髙田毅士（日本原子力研究開発機構）
4. まとめ　松島信一（京都大学）

米国を含めた諸外国では、我が国の現状と異なり、応答スペクト
ルの地震ハザード評価が直接的に耐震設計における設計地震動評価に
活用される現状にある。2022年11月に政府	地震調査研究推進本部
（地震本部）から、工学的利活用を見据え、応答スペクトルに関する
地震ハザード評価の試作版が公表された。今後、工学を含めた様々な
分野での利活用検討、検討を踏まえた新たな切り口のデータ分析など
を行うことで、工学的利活用に関する共通認識を醸成することが求め
られる。
地震本部では、建築構造分野における今後の利活用として、報告

書において、次の項目を挙げている。
・	建築物や地域の地震環境の特徴を考慮した建設地点選定や設計方針
の決定
・	高層建築物の耐震設計における想定地震の選定や地震荷重との比較
検討
・	中低層建築物の設計層せん断力との比較による地震荷重の検討
・	非構造部材、設備などを含めた建築物の被害（被害額、機能停止期
間）など事業継続性に関する評価
本パネルディスカッションでは、応答スペクトルに関する地震ハ

ザード評価などの確率論的評価をどのように活用しうるのかについ
て、2026年に改定を予定している「建築物荷重指針・同解説」での
取扱いを含めて議論する。これにより、応答スペクトルに関する地震
ハザード評価や地震荷重評価の高度化の展望と実務への利用に向けた
課題について明らかにする。
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構造部門（基礎構造）―パネルディスカッション

建築基礎に利用される�
地盤改良の最新の技術動向と�
低炭素社会実現に向けた�
将来への期待
［資料あり］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第B室

司会　　田村修次（東京工業大学）
副司会　浅香美治（清水建設）
記録　　道明裕毅（テノックス）

基調講演　　	地盤改良の技術動向と環境配慮型社会への貢献	
北誥昌樹（北誥ジオテクニクス）

1. 主旨説明　浅香美治（前掲）
2. 主題解説
❶	建築分野における固化工法の技術動向（深層・全層混合処理工法）

平山勇治（テノックス）
❷既存杭撤去工事に用いる流動化処理土品質の実態

田屋裕司（竹中工務店）
❸建築分野における噴射攪拌式深層混合処理工法の技術動向

田中博之（ケミカルグラウト）
❹低CO2セメントを用いた地盤改良体

河野貴穂（竹中工務店）
❺バイオ炭と溶融スラグを用いた脱炭素型セメント系固化改良

浅香美治（前掲）
❻締固め工法における近年の技術動向と環境負荷低減の取組み

吉富宏紀（不動テトラ）
❼狭隘地で液状化対策を可能とした静的圧入締固め工法

島野　嵐（三信建設工業）
❽	炭素貯蔵と防災・強靱化を同時に実現する丸太打設液状化対策工法

三輪　滋（アース）
3. 討論
4. まとめ　新井　洋（建築研究所）

近年、基礎構造設計や現場施工の合理化のため、地盤改良体の高
強度化、施工方法および使用材料の多様化、施工管理の高度化が進ん
でいる。また、低炭素社会の実現に貢献するための研究・技術開発も
盛んであり、低炭素型のセメント系固化材、CO2や炭素を固定化した
混和材料、木材の地盤改良利用などが提案されている。
そこで本パネルディスカッションでは、「地盤改良の技術動向と環

境配慮型社会への貢献」と題して、港湾空港技術研究所および東京工
業大学において地盤改良の研究開発に長年携わられた北誥昌樹氏に基
調講演を行っていただく。引き続き、❶深層・全層混合処理工法、❷
流動化処理土、❸高圧噴射撹拌工法、❹低炭素型および❺脱炭素型の
固化改良技術、❻締固め砂杭工法、❼静的圧入締固め工法、❽丸太打
設による液状化対策工法について話題提供いただく。討論では、最新
の技術動向と将来への期待を議論し、地盤改良のさらなる適用範囲拡
大、施工品質確保、低炭素技術普及のきっかけとしたい。

構造部門（木質構造）―パネルディスカッション

木造超高層建築技術からの�
普及技術を考える
［資料あり］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第E室

司会　　荒木康弘（国土技術政策総合研究所）
副司会　森　拓郎（広島大学）
記録　　福本晃治（岡山大学）

1. 主旨説明　腰原幹雄（東京大学）
2. 主題解説
❶	Port	Plus,	nonowa国立SOUTH
「純木造およびハイブリッド木造における剛接架構の取組み」

貞弘雅晴（大林組）
❷	東京海上グループ　新・本店ビル	
「国内最大規模の木柱を使用した超高層オフィスビルについて」

堀田祐介（三菱地所設計）
❸	（仮称）東京海上ビルディング計画	
「超高層木造ハイブリッド建物における木造技術について」

飯田智裕（竹中工務店）
❹	京橋第一生命ビルディング建替計画	
「適材適所の構造材料を用いた都市型木質ハイブリッド架構の取組」

下錦田聡志（清水建設）
❺	ジューテック本社ビル	
「純木質耐火集成材による多層型建築への取組み」

鈴木淳史（鹿島建設）
3. 討論
4. まとめ　五十田博（京都大学）

都市部でも木造による中高層ビルが実現するとともに、木造超高
層ビルの計画も進んでいる。先駆者は、新たな課題に対して、高度な
技術を駆使して解決しながらプロジェクトを実現してきた。しかし、
こうした技術もまだまだ発展途上であり、次々と新たな提案がなされ
続けている。技術の進歩という意味では良いことであるが、追随する
技術者たちにとっては、高度化、多様化する技術を必ずしも求めてい
るとは限らない。標準的な技術、汎用性のある技術として整備されて
初めて普及につながると考えられる。また、90分耐火建築物の整備
により、従来の4階建ての1時間耐火建築物から9階建て程度の建
築物という目標も新たに設定されている。
最近の高層木造建築の実現の中で生み出された技術を、今後の都

市木造の普及にどのように生かすことができるのか、実際に高層木造
建築の構造設計を担当した設計者と共に討論を行い、今後目指す高層
木造建築の姿と、高層木造建築の普及に向けた技術整備や研究課題を
明らかにしたい。
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構造部門（鋼構造）―パネルディスカッション

多様化する社会のニーズに�
応える限界状態設計法への期待
［資料あり］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第C室

司会　　山﨑賢二（竹中工務店）
副司会　三井和也（東京工業大学）
記録　　八百山太郎（東京大学）

1. 主旨説明　井戸田秀樹（名古屋工業大学）
2. 主題解説
❶規準国際化の拠り所JIS	A3305	 森　保宏（名古屋大学）
❷次期「建築物荷重指針」はこうなる！

日下彰宏（小堀鐸二研究所）
❸鋼構造性能設計ガイドラインの紹介	 伊藤拓海（東京理科大学）
❹鋼構造限界状態設計指針2026	 井戸田秀樹（前掲）
❺限界状態設計法への期待とビジネスチャンス

池田周英（竹中工務店）
3. 討論
4. まとめ　五十嵐規矩夫（東京工業大学）

鋼構造の学会規準は、長年の研究成果を積み重ねる形で進化して
きた。1950年の「鋼構造設計規準・解説」は、許容応力度設計をベー
スとした設計思想を引き継ぎ現在の「鋼構造許容応力度設計規準」へ、
1975年の「鋼構造塑性設計指針」は、塑性化後の挙動に関する膨大
な研究成果を反映させて、塑性変形性能の定量的な評価を行うまでに
進化している。また、これらの設計規準類を支援する形で「接合部設
計指針」、「座屈設計指針」等のラインナップが整備されている。
一方、安全性の定量的評価と性能設計の実現を目指した「鋼構造

限界状態設計規準（案）」が1990年に刊行された。確率統計論に基
づいた荷重・耐力係数設計法の枠組みだけでなく、部材靱性に応じた
荷重の低減係数kD値（建築基準法のDs値に対応）を用いた耐震設計
についても示されている。
こうした既存諸規準類を並べて俯瞰すると、各規準単体では体系

的な整理がなされているものの、どのような性能に対してどの設計法
を使うかが明確でなく、また、規準間の不整合も否めない。社会の進
化と熟成に伴い、求められる構造性能が多様化している今日、改めて
性能明示型の設計法としての限界状態設計法の役割について再考する
とともに、現在進行中の指針改定の方針を披露し、忌憚のないご意見
をいただけることを期待する。

構造部門（RC構造）―パネルディスカッション

RC構造保有水平耐力計算規準の
改定に向けて
［資料あり］

10

8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第D室

司会　　真田靖士（大阪大学）
副司会　杉本訓祥（横浜国立大学）
記録　　秋田知芳（山口大学）

1. 主旨説明　真田靖士（前掲）
2. 主題解説（前半）
❶保有水平耐力計算規準の概要と課題	 真田靖士（前掲）
❷現行規準のピロティ構造の取扱い	 池田周英（竹中工務店）
❸	ピロティ枠梁の保証設計および次期改定におけるピロティ構造の取
扱いについて	 坂下雅信（建築研究所）

3. 討論（前半）
4. 主題解説（後半）
❹応答変形について	 太田行孝（戸田建設）
❺部材の保証設計について

壁谷澤寿一（東京都立大学）・谷　昌典（京都大学）
❻基礎構造について	 柏　尚稔（大阪大学）
5. 討論（後半）
6. まとめ　杉本訓祥（前掲）

RC構造の保有水平耐力計算に関する本会の出版物として、古くは
1981年に「建築耐震設計における保有耐力と変形性能」が刊行され、
1990年に改定された。その後、20年以上の時を経て、2016年に「鉄
筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準（案）・同解説」が刊行さ
れ、2021年に（案）が取れた規準が第2版として改定、刊行され、
現在に至る。本規準は現行の法規定の考え方に準拠する基本的な方針
のもと、構造設計実務に資する合理的な規準として世に送り出された。
一方、現行の法規定に基づく慣用的な設計方法と比較すると、規準と
して推奨できる内容とするため適用範囲は限定された側面も有する。
今後の課題として、崩壊形に応じた保証設計の合理的な規定、部材の
限界変形を反映した部材群種別の判定、ピロティ構造のような極めて
少数の特定層が崩壊形を形成する部分崩壊形に関する特別な検討規定
などが挙げられ、将来の改定の必要性も示唆されていた。
鉄筋コンクリート構造運営委員会では、保有水平耐力計算規準改

定検討小委員会を2021年度より2024年度まで組織した。本規準
の初版が2016年に刊行され、本小委員会の人員を刷新して、多く
の目で現行規準の課題を整理する活動を行い、次期改定の骨子を検討
してきた。その過程においては、現行規準におけるピロティ構造の取
扱いに関する整理も進めてきた。次期の4年間で具体的な改定作業
を進める計画であるため、本小委員会の活動期間内に次期改定の骨子
について広く会員の意見を照会させていただきたい。また、特にピロ
ティ構造の取扱いについては、鉄筋コンクリート構造運営委員会の下
階壁抜け構造の設計用応力検討ワーキンググループとの連携が重要で
あることから、本パネルディスカッションを協力して企画した。
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構造部門（SCCS）―パネルディスカッション

繊維強化プラスチックを用いた�
合成構造の可能性
─応用事例・研究開発と最新技術

［資料あり］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第F室

司会　　米丸啓介（清水建設）
副司会　貞末和史（広島工業大学）
記録　　金久保利之（筑波大学）

1. 主旨説明　松本幸大（豊橋技術科学大学）
2. 主題解説
❶繊維強化プラスチックの材料特性・成形法

松本幸大（前掲）
❷建築への応用事例－CFRPタワーの設計と施工－

高橋　治（東京理科大学）
❸建築への応用事例－FRP建築物の提案と実装－

原野泰典（坂茂建築設計）
❹繊維強化プラスチックを用いた合成構造の研究事例

高岩裕也（東洋大学）
❺最新技術と建築分野における応用への期待

鵜澤　潔（金沢工業大学）
3. 討論　　モデレーター：持田泰秀（立命館大学）
4. まとめ　蜷川利彦（九州大学）

プラスチックを炭素・ガラス繊維などで強化した複合材料である
FRPは、軽量・高強度・高剛性・高耐食性などの特性を有しており、
構造材料として高い潜在能力を持つ。FRPは、航空機や自動車、大
型風力発電装置において構造材として用いられており、土木構造物に
も適用が広がりつつある。建築分野においては、構造材としての適用
事例は限定的であるが、近年では、構造部材の軽量化による施工性の
向上や、既存建築物の補強材料として注目され、適用事例は増えつつ
ある。FRPの特徴が建築界でより浸透することは、FRPと他の材料
を効果的に用いたFRP合成構造の提案を通じて、これまで実現不可
能と考えられていた建築構造物の創出や既存建築物の補強法の発展・
応用に繋がると考えられる。
こうした現状を踏まえ、本パネルディスカッションでは、まず

FRPの材料特性と成形法と材料設計に関する解説を行う。次に、近
年のFRPの建築構造物への応用事例を紹介する。ここでは、構造物
としての性能だけでなく、FRPを適用する上で重要となる成形法や
施工法についても解説することで、これまでFRPに馴染みのない技
術者・研究者に対しても、建築構造物への応用可能性を探る機会に繋
がることを期待している。さらに、近年の建築分野での研究事例や、
材料・成形の観点からの最新技術の解説を通して、今後のFRP合成
構造の発展・応用事例の拡大に繋がる解説を行う。討論では、参加者
との意見交換を通して、FRP合成構造の可能性を醸成し、今後の連
携のきっかけになることを期待している。

構造部門（シェル・空間構造）― 
パネルディスカッション

ラチスシェル構造の研究と�
構造設計の現在
［資料あり］
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8月27日（火）13:45～17:00　オンライン 第G室

司会　　木村俊明（名古屋市立大学）
副司会　仁保　裕（呉工業高等専門学校）
記録　　瀧内雄二（豊橋技術科学大学）

1. 主旨説明　山下哲郎（工学院大学）
2. 主題解説
❶構造設計	 竹内　徹（東京工業大学）
❷形態と幾何学	 横須賀洋平（鹿児島大学）
❸座屈と安全率	 熊谷知彦（明治大学）
❹地震応答と動的崩壊	 中澤祥二（豊橋技術科学大学）
❺地震応答制御実験	 寺澤友貴（東京工業大学）
❻座屈実験	 山下哲郎（工学院大学）
❼大規模ラチスシェル構造の設計

永井佑季（佐々木睦朗構造計画研究所）
3. 討論　　モデレーター：満田衛資（京都工芸繊維大学）
4. まとめ　谷口与史也（大阪公立大学）

鋼材や木材の骨組で曲面を構成し、軽量で意匠的にも魅力的な構
造を形成するラチスシェル構造は、大空間を覆う屋根構造として長年
用いられてきた古典的な構造形式の一つである。
しかしながら、近年は、形態創生や構造最適化理論の適用対象と

して様々な形態やその創生手法の可能性が論じられるようになった一
方で、地震応答評価、座屈と安全率など実践的な構造設計手法に関す
る研究も進展してきた。また、これらの研究成果を構造設計に取り入
れたラチスシェル構造も登場し、デジタル技術の進展とも相まって、
古典的でありながら新しい技術を取り入れ、常に進化しうる構造とし
て世界的にも再び注目されている。
また、このような状況を背景として、2016年に本会より刊行され

た「ラチスシェル屋根構造設計指針」の改定作業も現在進行中である。
本パネルディスカッションでは、ラチスシェル構造をテーマに、主

題解説にて形態創生から地震応答特性に至る現在進行中の研究と、実
際の構造設計に関する様々な動向について情報発信を行う。その後の
討論では参加者の活発な議論を期待するとともに、その議論を指針改
定の参考としたい。
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構造部門（振動）―パネルディスカッション

大振幅地震動に対する�
耐震性能評価
─実験データに基づく修復コスト評価

［資料あり］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第E室

司会　　倉田真宏（京都大学）
副司会　藤原　淳（防災科学技術研究所）
記録　　杉野未奈（京都大学）

1. 主旨説明　長江拓也（名古屋大学）
2. 主題解説
❶地震動	 糸井達哉（東京大学）
❷RC造建物	 白井和貴（北海道大学）
❸S造建物	 伊山　潤（東京大学）
❹機能損失・二次部材	 浅井竜也（東京大学）
❺実建物を想定した修復コスト評価	 貞許美和（日建設計）
❻木造住宅	 中川貴文（京都大学）
❼新たな構法の促進	 壁谷澤寿一（東京都立大学）
3. 討論　　進行：長江拓也（前掲）

　パネリスト：主題解説者・倉田真宏（前掲）
4. まとめ　中埜良昭（東京大学）

日本では、1995年兵庫県南部地震以降、最近では2016年熊本地
震、2024年能登半島地震に至るまで、繰り返し大地震が発生し、そ
の度に基準法の定める極稀の地震動を大きく上回る地震動が観測され
てきた。今後も首都圏では、中短期的にはM7級の、長期的にはM8
級の相模トラフ地震の発生が懸念されており、関西・中京圏では南海
トラフ地震の発生が懸念されている。ここで取り上げる地震被災時の
修復コストに基づく耐震性能評価では、地震動評価、建物応答評価、
各種損傷、損失評価のそれぞれに課題を有する。想定地震に対する妥
当な地震動評価、設計限界を大きく超える変形領域の応答評価、さら
に損傷評価については損傷状態の限界値の設定が必要である。それら
課題の現状と今後の展望について広く議論する。
先だって「主旨説明」では、シナリオ地震を前提とする性能評価

の方針を冒頭で述べる。「主題解説」の前半では、❶地震動評価を起
点に、❷RC造建物、❸S造建物、❹二次部材の応答評価、損傷評価、
コスト評価に対する技術的検証を述べる。近年の震動台実験を参照し
て、大振幅の応答評価の精度改善方法を示す。また、損傷状態の限界
値に対しては、これまでに蓄積されてきた部材実験の成果を集約して、
損傷限界状態を定義する。❺実設計に適用する例題では、損傷による
コストと事前対策に要するコストの対比を示す。加えて❻木造住宅に
対しても、一貫して同手法を適用できる技術水準を示す。最後に❼本
手法により、新たな提案構法の実現を目指す検討を示す。

構造部門（壁式構造）―パネルディスカッション

既存組積造建造物の�
耐震対策の動向
─�途上国住宅・歴史的建造物・内蔵組積造壁の
耐震化

［資料あり］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第F室

司会　　黒木正幸（大分大学）
副司会　中村友紀子（千葉大学）
記録　　前島彩子（明海大学）

1. 主旨説明　花里利一（神奈川大学）
2. 主題解説
❶途上国住宅の補強技術開発の動向と近年の地震被害

今井　弘（ものつくり大学）
❷耐震解析による耐震補強技術の評価

遠藤洋平（信州大学）
❸国内歴史的建造物の耐震技術の動向と技術の検証

多幾山法子（東京都立大学）
❹内蔵組積造壁の耐震性能と耐震補強

崔　琥（静岡理工科大学）
❺	トルコ・シリア地震被害からみた組積造建造物の耐震性	
─耐震技術の効果と課題─	 カストロ　ホワンホセ（琉球大学）

3. 討論　　進行：黒木正幸（前掲）
4. まとめ　山口謙太郎（九州大学）

海外では巨大地震が発生する度に既存の組積造建造物が大きな被
害を受けている。世界的にみれば、人口が多い途上国を中心に、コン
クリートブロック造も含めた組積造は最も普及している構造形式の一
つである。また、地震国には組積造文化遺産も多い。さらに、このよ
うな地域では、内蔵組積造も主な構造形式の一つとなっている。
2023年にはトルコ・シリア、モロッコ、アフガニスタン、ネパール
で被害地震が発生し、住宅をはじめ数多くの組積造建造物が被災し、
多くの人命が失われた。また、上記の地域では、歴史的にも古い組積
造文化遺産も大きな被害を受けている。一方、既存組積造建造物の耐
震対策分野では、国内外において工学的な研究や対策の実践もされ、
発展してきている。しかし、その動向を考慮しても、遭遇した巨大地
震の度に組積造建造物が大被害を被る現況を考えると、その耐震対策
は喫緊の課題であろう。一般に無補強の既存組積造建造物は耐震的に
脆弱であり、補強がポイントになる。海外組積造耐震化小委員会では、
本会大会パネルディスカッションを2回担当し、2016年にはネパー
ル地震災害を踏まえたシンポジウムを開催するとともに、海外に向け
て組積造建造物の地震災害を軽減するための英文技術資料を公開して
いる。その後、本小委員会では、途上国住宅、歴史的建造物、内蔵組
積造壁を対象として、それぞれ補強技術に着目した調査や情報収集を
行ってきている。既存建築物の補強技術面を中心に耐震対策をレ
ビューし、技術的な成果を共有するとともに、現況・動向と今後の課
題について議論する場としたい。
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防火部門―研究協議会

火災時・避難時�
倒壊防止性能検証等による�
木質構造建築物の現状と課題
［資料あり］

15

8月29日（木）9:30～12:30　リバティタワー 1011室

司会　　成瀬友宏（建築研究所）
副司会　原田和典（京都大学）
記録　　中村正寿（大成建設）

1. 主旨説明　成瀬友宏（前掲）
2. 主題解説
❶木質構造建築物に係る防火基準の概要

鈴木淳一（建築研究所）
❷火災時の避難・捜索等のための建築の要件

山口純一（大林組）
❸中高層建築火災における消防活動支援対策

野秋政希（建築研究所）
❹火災時・避難時倒壊防止性能検証のケーススタディ

染谷朝幸（日建設計）・田村祐介（エフディーエム）
❺	あらわし木造4階建て共同住宅の設計について	
（新浜町団地県営住宅2号棟）

川口有子（カワグチテイ建築計画）
❻実務者からの提案

安井　昇（桜設計集団）
3. 討論
4. まとめ　大宮喜文（東京理科大学）

従来、耐火建築物や特定主要構造部を耐火構造とすることが必要
であったが、2019年に火災時・避難時倒壊防止性能検証法が施行さ
れた。これにより、標準的な消火および避難に必要となる時間以上の
準耐火性能を有する部材や各種火災安全対策を施すことで、木造で
あっても規模や用途上の制限によらず、建設が可能となった。また、
当該検証法による4階建て共同住宅も2023年に竣工するに至って
いる。
近年、脱炭素社会の実現のための政策が、より積極的に推進され

ており、木質構造建築を取り巻く環境は今も大きく変化している。こ
のような社会環境を踏まえると、社会的な要請と調和し、より安全で
魅力的な建築物実現のための防火設計を行うには、最新技術が導入で
きるように、評価法等の継続的なアップデートが必要となる。
本研究協議会では、火災時・避難時倒壊防止性能検証法を対象と

して、木質構造建築物における避難・消火活動のモデル化等に関して、
ケーススタディや実例等を通じて得られた課題と解決策の提案を、工
学的な観点から試みる。さらに、将来的な本会の指針類と基準類にお
ける性能検証法のあり方や、その定期的な見直しの仕組み等について
議論を深めたい。

防火部門―パネルディスカッション

避難安全検証法等の現状、�
課題と展望
［資料なし］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第J室

司会　　松山　賢（東京理科大学）
副司会　城　明秀（竹中工務店）
記録　　北堀　純（明野設備研究所）

1. 主旨説明　山口純一（大林組）
2. 主題解説
❶避難安全検証等に係る法改正と高さ判定法（B2）の概要

山口純一（前掲）
❷高さ判定法（B2）の適用事例
（a）木造事務所	 水落秀木（清水建設）
（b）共同住宅・ホテル	 中里隆大（鹿島建設）
（c）事務所ビル	 新谷祐介（竹中工務店）
❸避難安全検証等の課題と展望
（a）設計者より	 井田卓造（鹿島建設）
（b）防災コンサルより	 田村祐介（エフディーエム）
（c）評価機関より	 古川容子（日本建築センター）
（d）防火技術者協会より	 福井　潔（日本防火技術者協会）

3. 討論　　萩原一郎（東京理科大学）
4. まとめ　大宮喜文（東京理科大学）

建築ストックの活用や既存不適格建築物の防火改修等の社会的問
題の解決、近年の火災安全に係る研究の進歩を背景として、2019年
に建築基準法が改正された。避難安全検証に関わるものとしては、区
画避難安全性能が規定された。また、従来の避難完了時間と煙降下時
間を比較して避難安全性を検証する方法（時間判定法（B1））に加え、
避難完了時点の煙層下端高さと避難上支障のある高さとを比較して避
難安全性を検証する方法（高さ判定法（B2））が規定された。
避難安全検証法の見直しの議論は、2000年の時間判定法（B1）

の導入直後からあったが、本格的に議論されたのは2008年度の建
築基準整備促進事業からである。その後も、民間技術者、大学、建築
研究所等の協力のもとで知見を蓄積し、2018年度には高さ判定法
（B2）の素案がまとめられた。
本パネルディスカッションは、避難安全検証等に係る法改正と高

さ判定法の概要や適用事例を紹介するとともに、避難安全検証法等の
課題や今後の展望を議論することで、将来における、避難安全検証法
等のあり方やその適切な運用方法、防火技術者や本会のあり方につい
て議論を深めることを目的とする。
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環境工学部門―研究協議会

建築環境工学教育の�
これまでとこれから
［資料あり］
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8月29日（木）14:00～17:00　アカデミーコモンホール

司会　　海塩　渉（東京工業大学）
副司会　崔　ナレ（東洋大学）
記録　　尾方壮行（東京都立大学）

1. 主旨説明　糸井川高穂（旭化成ホームズ）
2. 主題解説
❶コロナ禍による教育の変化

長澤夏子（お茶の水女子大学）
❷建築環境の実測・シミュレーションを通じた教育の現在地

高瀬幸造（東京理科大学）
❸環境に配慮した建築設計のための授業プログラムの開発

高田眞人（熊本大学）
❹今後の職能の変化を見据えた教育のあり方―設計者の視点から

花岡郁哉（竹中工務店）
❺今後の職能の変化を見据えた教育のあり方―実務の視点から

重村珠穂（アルゴリズムデザインラボ）
3. 討論　　進行：海塩　渉（前掲）
4. まとめ　秋元孝之（芝浦工業大学）

建築環境工学の科目で一般に教えられている内容は、大きく変わっ
ていない。この理由としては、人を中心とした環境をつくる建築およ
び設備の基本的な技術に変化が少ないこと、経済合理的な建築物の計
画・運用や地球環境問題に対応した環境負荷の削減を進める学問とし
ての社会的な要請が大きく、見直しの機運が高まりにくいことなどが
挙げられる。
しかしながら、空調機等のパッケージ化、計算機器能力の向上、環

境シミュレーション技術の発展・普及など、社会・技術的な環境の変
化は大きい。さらに、機械学習や大規模言語モデルの発展によって、
人工知能関連技術の適用範囲が拡大するにつれ、建築環境・設備分野
で考慮すべき事物の領域はますます広がっていく一方、従来的な技術
の重要性は希釈されていく。この状況において、自らの専門分野を改
めて位置付け、これからの職能を形作る取組みの必要性は高まってお
り、先般の感染禍を経て学びのスタイルにも大きな変容が見られる今、
建築環境工学の教育を再考したい。
本研究協議会では、大学や企業における取組み、また職能の変遷

に応じて教育に求められる変化について、多岐にわたるテーマを取り
上げ、教育者、研究者、実務家を交えて討議する。本研究協議会を発
端として、これまでの建築環境工学教育を改めて振り返り、これから
の職能を見据えた学びのあり方について、活発な議論が行われること
を期待する。

環境工学部門―パネルディスカッション

半屋内外空間を考える
［資料あり］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第 I 室

司会　　高田眞人（熊本大学）
副司会　佐藤理人（高知工科大学）
記録　　佐々木優二（北海道立総合研究機構）

1. 主旨説明　金子尚志（千葉工業大学）
2. 主題解説
❶北海道	 吉田　修（アトリエモノゴト）

大坂美保子（アーキラボ・ティアンドエム）
佐々木優二（前掲）

❷東北	 佐藤欣裕（もるくす建築社）
長谷川兼一（秋田県立大学）

❸関東・関西	 菅原大輔（東京電機大学）
金子尚志（前掲）

❹九州	 矢橋　徹（矢橋徹建築設計事務所）
高田眞人（前掲）

❺沖縄	 金城　優（門）
佐藤理人（前掲）

3. 討論
4. まとめ　金子尚志（前掲）

2050年の脱炭素化に向けて、建築の環境性能向上は一層推進され
ている。このような社会状況のなか、現代建築の多くは、「内」と「外」
を明確に区分することで、性能向上を図っている。しかし、実際の建
築、そして人の行動を考えると、たとえば「内よりの外」や「外より
の内」といった、“半屋内外空間 ”とも呼べる場所が存在している。
これは、環境性能と建築デザインの統合と言ってよいだろう。
V.オルゲーは『Design	with	Climate』（1963）において、パッシ

ブデザインの段階的手法として、快適な内部空間をつくるためにはま
ずMicroclimate（周辺の環境）を整えることが必要であると説いて
いる。今回対象とする“半屋内外空間”は、地域や季節・時間により
「内」と「外」双方の影響を受けてMicroclimateが大きく変化する、
動的で不均質な場所である。この半屋内外空間に人が介在することで、
新たな住みこなし方や人の悦び、愉しみの創出など、Microclimate
の形成とともに多様な価値を見いだすことができるのではないかと考
える。
バイオクライマティックデザイン小委員会では、これまでに温暖

地、蒸暑地、寒冷地の半屋内外空間に焦点を当てたミニシンポジウム
を開催し、議論を重ねてきた。本パネルディスカッションでは、それ
らを取りまとめ、各地で活動している設計者・研究者と共に、半屋内
外空間のデザインや人の居場所、住みこなし方と、そこに形成される
環境プラスαの価値・評価方法などを議論し、外皮周縁の場所を豊か
にしながらも、地球環境へつながるデザインを考えたい。
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建築計画部門―研究協議会

同潤会100年
─団地計画の来し方行く末

［資料あり］
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8月28日（水）9:00～12:30　リバティタワー 1011室

司会　　安武敦子（長崎大学）
副司会　李　鎔根（東京大学）
記録　　足立壮太（東京理科大学）

1. 主旨説明　松村秀一（神戸芸術工科大学）
2. 主題解説
❶日本の住宅団地100年	 大月敏雄（東京大学）
❷欧州の住宅団地計画史	 海老澤模奈人（東京工芸大学）
❸戦前の住宅団地政策史	 栢木まどか（東京理科大学）
❹戦中の住宅団地	 堀内啓佑（神戸大学）
❺戦後の団地計画	 志岐祐一（日東設計事務所）
3. 討論
4. まとめ　熊谷亮平（東京理科大学）

2024年5月で、関東大震災後の住宅復興のために内務省社会局の
外郭団体として財団法人同潤会が設立されてちょうど100年になる。
同潤会が供給した関東大震災の復興住宅のほとんどは、団地形式と
なっており、一団地の住宅経営という都市計画事業の、我が国におけ
る本格的な展開の嚆矢となったといってよい。すなわち、今年は日本
における団地計画100周年ともいえる年なのである。
同潤会の事業は、仮住宅事業、木造普通住宅事業、アパートメン

ト事業、分譲住宅事業などと、幅広い展開を見せたが、日本における
戸建住宅、長屋、集合住宅を団地として供給する設計技法の一つの到
達点を示した。関東大震災以前にも、炭鉱住宅に代表される各種社宅
や、1920年ごろから始まった地方公共団体の市営住宅等における団
地計画もあったが、同潤会はその質、量ともにそれまでの団地計画を
大きく凌ぐものであったといってよく、その後の日本における団地計
画に大きな影響を与え、現在もその計画に学ぶべき点は多い。
本研究協議会では、日本の住宅団地の計画技法の100年を、新た

に振り返ることを意図している。同潤会の前史的な取組みから始まり、
住宅営団、戦後の公営住宅、公団住宅と続く団地計画の技術がどのよ
うに展開してきたのかを跡づける。さらに、同潤会が活動した1920
年代は、欧州においては第一次世界大戦の戦後復興期にあたっており、
ドイツのジードルンクをはじめとする住宅団地設計の一大隆盛期を築
いているので、そことの比較も試みる。
長期にわたる配置計画の技法を考える際、すでに初期の取組みは

建築史学の対象としても取り扱われるようになっており、団地設計を
めぐる建築計画学史的な様相も呈してきていることから、本研究協議
会においては、建築計画学、建築史学の両面から議論する。なお、
URまちとくらしのミュージアムにおいても、同潤会100周年を記念
して企画展が計画されており、建築計画委員会「UR集合住宅団地・
保存活用小委員会」もこれに参画し、本研究協議会と連携して開催さ
れることになっている。

建築計画部門―パネルディスカッション

フィールドワークの新しい方法
─「みる」と「知る」の再接続

［資料あり］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第H室

司会　　井本佐保里（日本女子大学）
副司会　濱　定史（山形大学）
記録　　サキャラタ（立命館大学）

1. 主旨説明　前田昌弘（京都大学）
2. 主題解説
❶アナログとデジタルの往還	 清水郁郎（芝浦工業大学）
❷アナログでしかわからないこと／地元との協働
	 内海佐和子（静岡県立大学）
❸フィールドと設計の連関	 稲垣淳哉（早稲田大学）
❹「観察スケッチ」とプロダクトデザイン
	 檜垣万里子（東京大学）
❺手描きパースで都市をひもとく	 田中智之（早稲田大学）
❻サイバー空間のフィールドワーク	 小川さやか（立命館大学）
3. 討論　　コーディネーター：那須　聖（東京工業大学）
4. まとめ　栗原伸治（日本大学）

フィールドワークはこれまで、生身の人間の営みや眼前の環境に
直に触れ、そこから得られる体験の質に重きを置いてきた。フィール
ドワーカーの身体を通じて収集された膨大な経験的データが積み重な
り、独自の知の体系を成してきた。
かつてはフィールドに赴き、現場での観察や実測・スケッチ、聞

き取り等の直接的経験を通じて「みる」ことが「知る」ことの大部分
を占めていた。しかし昨今、「みる」ための手法・ツールは多様化し、
「みる」と「知る」の意味も変容している。例えば、コロナ禍で浸透
したオンライン／デジタルツールは現場での滞在時間を短縮し、場合
によっては現場に赴くことさえなくフィールドのデータを収集し、「知
る」ことを可能にした。あるいは、フィールドの観察からさらに一歩
踏み込んで、フィールドワーカーが現場への介入を行い、データ収集
の先にある協働的実践や問題解決を通じて現地を「知る」取組みも増
えている。このように、「みる」と「知る」という行為の関係は多様
で複雑なものとなっている。それに伴いフィールドワークにおける
「フィールド」も、例えばバーチャル／サイバー空間、あるいは建築
設計・コミュニティデザインの実践の現場など、従来的なフィールド
の範疇に収まりきらない領域にまで越境し、拡張している。
このような昨今の状況を鑑み、本パネルディスカッションでは建

築計画、建築設計、プロダクトデザイン、文化人類学等のフィールド
ワークにおける「みる」と「知る」の多様な手法や関係について概観
し、さらに、具体的実例を通じて、フィールドワークにおける「みる」
と「知る」を接続する新たな方法を展望したい。そして、フィールド
ワークの豊かな世界および新たな境地へと特にこれからフィールドに
出向こうとする若い世代を誘いたい。
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農村計画部門―研究協議会

手わたすことはできるか
─�暮らしの危機に立ち向かう�
農村地域づくりのこれまでとこれから

［資料あり］
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8月29日（木）13:30～17:00　リバティタワー 1011室

司会　　上村真仁（筑紫女学園大学）
副司会　川﨑興太（福島大学）
記録　　野田　満（近畿大学）

1. 主旨説明　上村真仁（前掲）
2. 主題解説
❶自治のデザインの源流―学び・ツーリズム・交流が生まれた時
	 三橋伸夫（宇都宮大学名誉教授）
❷中越地震の復興まちづくり・むらづくりは次代につながるのか
	 澤田雅浩（兵庫県立大学）
❸竹富島・自然と町並みと観光開発の50年
	 阿佐伊拓（竹富島を守る会会長）
❹	全町ほぼ市街化調整区域30年	 	
―大阪府能勢町がめざす農村自治体の未来
	 神吉紀世子（京都大学）
3. 討論　　コメンテーター：	鈴木孝男（新潟食料農業大学）	 	

斎尾直子（東京工業大学）
4. まとめ　齋藤雪彦（千葉大学）

高齢化・人口減少社会の進展や地域環境が変化する中で、農山漁
村の地域づくりのあり方を議論する必要性が高まっている。地域づく
りを巡る議論は、先進事例で得られる有意な知見を整理する思潮があ
るが、報告者の事例への思い入れもあり、ある時点での「成功物語」
に収束することも多い。実際には、先進事例の多くで活動の長い歴史
があり、つまり、地域づくりとは、長い時間軸で、様々な危機や停滞
を乗り越えていく動態的プロセスであるとの認識が必要である。言い
換えれば、不断の環境変化にどのように適応していくかが、地域づく
りには求められている。
したがって、本研究協議会では、まず地域づくりの歴史を俯瞰し

たうえで、いくつかの事例において、長い時間軸の中で、地域づくり
がどのような危機に直面して、乗り越えてきたか、あるいは危機を前
に立ち往生したかを明らかにすることで、地域づくりにおける環境適
応の知恵を整理したい。具体的な危機とは、担い手不足や気候危機に
伴う生態的・空間的環境変化、能登半島地震が記憶に新しい災害によ
る地域の激変、開発圧力、新たな制度や政策への対応、地域社会の規
範の変化などである。すでに世紀を超え縮退に向き合い、危機に立ち
向かってきた地域づくりの知見を整理することで、人口縮退期におけ
る農山漁村のありようを考察し、その持続と継承を展望したい。

農村計画部門―研究懇談会

特産品�を／が�生み出す地域景観
［資料あり］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第G室

司会　　姫野由香（大分大学）
副司会　濱　定史（山形大学）
記録　　青柳由佳（東京家政学院大学）

1. 主旨説明　不破正仁（東北工業大学）
2. 主題解説
❶北海道―ハスカップ	 山口善紀（地元農家）
	 金子晋也（札幌市立大学）
❷大崎耕土―稲作と屋敷林	 三宅源行ほか（大崎市）
	 不破正仁（前掲）
❸筑波―最北端みかん	 山本幸子（筑波大学）
❹愛媛―みかんと段畑	 釜床美也子（香川大学）
❺長崎―波佐見焼	 中野雄二（波佐見町学芸員）
	 今村洋一（椙山女学園大学）
❻奄美―大島紬	 小山雄資（鹿児島大学）
3. 討論　　進行：姫野由香（前掲）
4. まとめ　牛島　朗（山口大学）

近年、重要文化的景観に代表されるように、人々の営みから生み
出される景観が見直されつつある。また、この景観が「眺め」という
解釈から、「営みの積層」を見つめ直す解釈に遷移しつつもある。こ
こでは、その営みの積層の結晶として生み出された「特産品」に焦点
をあて、各地に点在する農山漁村の景観構成要素の実態を整理しつつ、
特産品を生み出す生産域とその景観との相関性を考察する。
もっとも、その景観には農山漁村特有の課題も包含しているので

あり、常に克服し難い現実が横たわっている。それを承知のうえで、
次世代へ伝える景観資源とはなにかを模索するために、持続可能な生
業の仕組みと景観資源の相関性について、動植物の生息域・担い手・
ツーリズムなどの観点から議論に取りかかる。各地の景観や地域の風
土という抽象的な言葉の中から、文化・生態という言葉を抽出し可視
化することで、特産品という研究視角が見いだされ、人の関与・風土
との均衡を考えるきっかけとなるのではないかと考えている。
特に、本研究懇談会では、特産品「を」生んだ風土や営みと、特

産品「が」もたらした構築環境の景観価値の相互関係を検討したい。
そこで、日本の多様な風土を象徴する北から南の❶地域の生態に寄り
添った新たな産品による荒地の再生、❷地域景観のシンボルの再生に
よる動植物の生息域との共生、❸観光資源化や第6次産業による希
少品種の継承と担い手の発見、❹柑橘生産地における変化を許容する
土地利用の維持、❺焼き物生産の近代化に伴う景観変化と集落維持、
❻伝統工芸を支えてきた織工アパートに対する価値認識の醸成、を話
題にすることで、地域の風土・景観特性の理解を深めたい。そして、
特産品と景観を結びつけることで、人々が場所とつながる可能性につ
いて考えたい。
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都市計画部門―研究協議会

能登半島地震復興
［資料あり］
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8月29日（木）9:15～12:30　リバティタワー 1013室

司会　　中島　伸（東京都市大学）
副司会　益尾孝祐（愛知工業大学）
記録　　萩原拓也（名城大学）

1. 主旨説明　饗庭　伸（東京都立大学）
2. 主題解説
第一部　復興の枠組み
❶市街地・集落復興
	 姥浦道生（東北大学）
❷住宅復興	 牧　紀男（京都大学）
❸生業復興	 泉　英明（ハートビートプラン）
❹コメント	 越山健治（関西大学）
第二部　復興のあゆみ
❺石川・能登の復興
	 益邑明伸（東京都立大学）・須沢　栞（東海大学）
❻新潟の被災状況と復興の論点
	 松井大輔（新潟大学）
❼富山の復興	 真野洋介（東京工業大学）・籔谷祐介（富山大学）
❽コメント	 澤田雅浩（兵庫県立大学）
3. 討論　　総括コメント：川上光彦（金沢大学）
4. まとめ　饗庭　伸（前掲）

2024年 1月に発生した令和6年能登半島地震の復興に向けての
取組みが始まっている。同地震は能登半島を中心に、新潟県、富山県
などの広い範囲に被害を与え、その被害の大きさ、リソースの不足、
地理的な条件不利、本格的な人口減少などにより、復興に向けた困難
に直面していることは言うまでもない。一方で、各地で復興に向けた
実態調査と計画づくりが進み、具体的なアクションも起こりつつある。
都市計画委員会では、本会会員の復興に向けた調査や支援活動の情報
交換のプラットフォームを立ち上げ、復興の支援を始めている。
本研究協議会は、動きつつある能登半島地震の復興の現在地を共

有し、今後の復興のあり方について議論することを目的とする。
具体的には、第一部「復興の枠組み」では、人口減少などを背景に、

復興の枠組みがどのように作られつつあるのか、市街地・集落、住宅、
生業に分けて解説をいただく。第二部「復興のあゆみ」では、災害被
害にあった石川県、新潟県、富山県の各地から、そこで何が問題とな
り、復興への取組みがどう始まっているのかを報告いただく。
各部にはコメンテーターを依頼し、討論では総括コメントと合わ

せて論点を整理して議論を行い、復興の現在地と今後の方向性を確か
める。

都市計画部門―研究懇談会

グローバルリスクへの�
適応を起点とする�
一石N鳥の回生型空間再生
［資料あり］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第J室

司会　　益子智之（早稲田大学）
副司会　原田芳樹（中央大学）
記録　　山崎潤也（名古屋大学）

1. 主旨説明　中島弘貴（東京大学）
2. 主題解説
❶自然がもたらす多様な恵みの評価：ECO－DRRを例に
	 吉田丈人（東京大学）
❷Fab	City：循環者になる都市	 田中浩也（慶應義塾大学）
❸都市・建築のリジェネラティブ・デザイン
	 矢口哲也（早稲田大学）
❹ポスト資本主義社会に向けたLocal	Coop
	 林　篤志（Next	Commons	Lab）
3. 討論　　討論司会：中島　伸（東京都市大学）
4. まとめ　山村　崇（東京都立大学）

近年、建築・都市・地域は、気候変動をはじめとするグローバル
リスクへの適応を求められている。その実現には、ローカルリスクへ
の対応と切り離すことができないだろう。なぜなら、多くの人にとっ
て切実な問題だと捉えやすいのは、生活とより関連づいたローカルリ
スクであるためである。そうした背景のもと、グローバルリスクへの
適応と平時の生活の質の向上を含む、都市・地域の持続可能性を総体
的に向上させる空間再生のあり方が試行されはじめている。そうした
グローバル・ローカルの複数のリスクを同時に解決しようとする一石
N鳥のアプローチを「回生型空間再生」と呼び、そのあり方を探究す
る。
本概念が目指すべき規範は何か。グローバルリスクへの適応に関

わる主な規範としては、G7広島首脳コミュニケで指摘されている通
り、カーボン・ニュートラル、ネイチャー・ポジティブ、サーキュ
ラー・エコノミー、ジャスト・トランジションがある。これらの規範
は、人間と自然の関わりや物質循環のデザインが必要になってくるこ
とから、人間に限らない自然・物質も含んだアクター・ネットワーク
のデザインが必要であり、それをローカルなリスクへの対応と併せて
どのように空間計画に落とし込むかが問われているのではないか。
IPCCの第6次報告書等では、これらの規範間での相乗効果とトレー
ドオフが発生し、土地利用計画はそれらを調整する重要な要素である
ことが指摘されており、建築・都市計画分野が果たすべき役割は小さ
くないだろう。回生型空間再生の具体的な方法論とは、このような規
範間の相乗効果とトレードオフを、空間あるいは時間スケールの中で
デザイン・マネジメントする知見であると考えられる。
以上のような課題認識のもと、本研究懇談会では、自然や物質と

の関わりという観点と、複数の空間・時間スケールの観点からの主題
解説に基づき、回生型空間再生のあり方を議論する。
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都市計画部門―パネルディスカッション

郊外住宅地の再生アプローチ
［資料あり］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第H室

司会　　星　卓志（工学院大学）
副司会　中野　卓（建築研究所）
記録　　似内遼一（東京大学）

1. 主旨説明　室田昌子（東京都市大学）
2. 主題解説
❶	「ストック活用・再生を契機とした地域価値向上の取組み	
～郊外団地におけるURの実践」	 川田浩史（都市再生機構）
❷「大和ハウスの団地再耕 -リブネスタウンプロジェクト」

大和ハウス工業担当者
❸	「河内長野市南花台における大学連携型のまちづくり	
『咲っく南花台』について」	 関谷大志朗（カンデ）
❹「埼玉県日高市・こま武蔵台におけるまちづくり」

後藤智香子（東京都市大学）
❺	「脱成長期の郊外住宅地を柔らかに再編修する「Interknitted
Town」アプローチ」	 山村　崇（東京都立大学）

3. 討論　　コーディネーター：佐久間康富（和歌山大学）
4. まとめ　桑田　仁（芝浦工業大学）

郊外住宅地は、通勤可能な住宅地として整備され、都市中心部と
比較すると、ゆとりや緑・自然環境の豊かさなどの特徴がある。その
街並みや環境が保全されてきた地域も多いものの、現在、高齢化が進
み、老朽化や空き家化が進行している。一方で、豊かな環境を次世代
に継承しつつ、共働き化やテレワーク化などの生活様式の変容を踏ま
えて、現在および将来社会に適した環境へと効果的にバージョンアッ
プを進める方法は、いまだ確立されているとはいえない。
本パネルディスカッションでは、各地で進められつつある郊外住

宅地の再生に向けたアプローチを集約し、再生アプローチの特徴を見
出す。再生を進めるうえで、進め方、担い手や体制、仕組み、自治体
や関係組織の役割や連携、資金の集め方などの課題について、各地域
にふさわしい方法が、各地で模索されている。また、再生には、ハー
ド系とソフト系、民有地と公有地、保全型と魅力創造型、計画的遂行
型と実験積み重ね型、住民合意形成型とゲリラ型などのいくつかの軸
が設定できるが、どの軸を中心に置くかによっても各課題が異なって
くる。本パネルディスカッションでは、これらの課題と軸を念頭にお
いて、郊外住宅地の再生アプローチとして事例を踏まえて議論する。
論点を整理し、再生アプローチの示唆を得ることを目的とする。

建築社会システム部門―パネルディスカッション

オフサイト・コンストラクション（OSC）
再考
［資料あり］
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8月27日（火）9:15～12:30　オンライン 第L室

司会　　小笠原正豊（東京電機大学）
副司会　石岡宏晃（清水建設）
記録　　斎藤寛彰（戸田建設）

1. 主旨説明　小笠原正豊（前掲）
2. 主題解説
❶OSC を取り巻く現状─労働者問題の観点から─

蟹澤宏剛（芝浦工業大学）
❷OSC	の歴史的経緯─工業化工法の試み─	浜田耕史（大林組）
❸建材商社における	OSC	─建材設計施工の	DX	化から─

井上　淳（野原グループ）
❹住宅系における	OSC	─日欧のユニット化工法比較─

宮内尊彰（大和ハウス）
❺ビルディング系における	OSC─シンガポールにおけるDfMA	─

小椎尾龍介（竹中工務店）
3. 討論　　田澤周平（東洋大学）
4. まとめ　志手一哉（芝浦工業大学）

現在、世界的な技能者不足および技術（ICT・BIM）の高度化によ
り、建築物の設計・施工方法が大きく変化している。中でも、生産性
向上・品質確保・建設技能者確保・環境負荷低減の点からオフサイ
ト・コンストラクション（OSC）が世界的に注目されている。OSC 
の採用には構工法の再検討が求められるが、地域・時期によって入手可能
な技術・材料・技能者などの資源が異なることに留意する必要がある。

我が国でも戦後、プレファブ工法・システム建築・モデュール建
築といったOSCにつながる様々な試みが積み重ねられてきた。過去、
諸事情により必ずしも浸透・採用されなかった技術も、現在の社会
的・技術的な環境変化に伴い再考に値する技術も存在すると思われる。

本パネルディスカッションは、このような状況を踏まえ、我が国
における過去の試行を整理しつつ将来的な可能性と問題点を探ること
を目的とする。

主題解説において、蟹澤はOSCに代替されていく技能労働者の立場
から建設産業全体を俯瞰する。浜田はゼネコンがどのように工業化に
取り組んでいったか歴史的整理を試みる。山崎は専門工事会社として
国内内装工事の事例を基にOSCの可能性について解説する。宮内は住
宅系設計施工事例を前提に日本とヨーロッパのOSC比較を行う。小椎
尾は先進的な取組みを行うシンガポールを対象としてOSCの潮流につ
いて解説する。

討論においては、以上の主題解説を踏まえ、様々な側面から包括
的な議論を行う。本企画を、オフサイト・コンストラクションを前提
とした設計・施工プロセスの発展に資する機会としたい。
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建築歴史・意匠部門―研究協議会

戦後昭和のオフィスビルの�
歴史的価値と保存継承
［資料あり］
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8月28日（水）13:30～17:00　リバティタワー 1013室

司会　　安野　彰（日本工業大学）
副司会　姜　明采（神奈川大学）
記録　　小柏典華（芝浦工業大学）

1. 主旨説明　藤木竜也（千葉工業大学）
2. 主題解説
❶	戦後昭和のオフィスビルの歴史的な価値と評価	 	
─DOCOMOMO	Japan選定建築物を通して
	 大内田史郎（工学院大学）
❷	都市計画法制度から見た	 	
戦後昭和のオフィスビルの特質と歴史的価値
	 大澤昭彦（東洋大学）
❸戦後昭和のオフィスビルの構法にみる歴史的価値
	 熊谷亮平（東京理科大学）
❹	設計実務者の視点に基づく	 	
戦後昭和のオフィスビルの歴史的価値と機能的課題
	 野村和宣（神奈川大学／三菱地所設計）
❺	都市開発の収益性をめぐる	 	
戦後昭和のオフィスビルの解体と保存
	 北崎朋希（三井不動産／筑波大学）
3. 討論　　コメンテーター：小林克弘（東京都立大学）
4. まとめ　山﨑鯛介（東京工業大学）

近年は、戦後昭和の建築の重要文化財指定も増えつつある。優先
的に保存継承の対象となってきたのは、著名な建築家の手がけた建築
作品であり、いわば戦後昭和の建築の歴史的価値は、多く作家性に依
拠している。大衆のために大量かつ多様に供給された戦後昭和の建築
を評価するには、これと異なる見方をする必要があるだろう。
本研究協議会は、この課題を議論した2021年度研究協議会「戦

後昭和の建築－その価値づけをめぐって」に続き、特に「用」と「強」
のみで成立し得る性格をもつ戦後昭和のオフィスビルを主題にする。
これらは近年に次々と再開発の対象となり建替に及んでいるが、有名
建築家が関与したものですら保存が講じられることなく解体されるの
が通例である。ここにモダニズムのオフィスビルの保存すべき歴史的
価値が見出せておらず、その保存継承すべき建築の形態やディテール
を明瞭にし得ていない課題が内在している。
1960年代までの100尺規制のもとで建てられたオフィスビルに

加え、建築基準法改正（1971年）による容積率制全面適用から50
年を経て、今後は超高層オフィスビルも再開発の対象となり、保存の
意義が問われるだろう。その歴史的価値を明らかにし得なければ、将
来に戦後昭和の面影が残らない文化的な「空白期間」が生じることも
懸念される。本研究協議会は1960～70年代の戦後昭和のオフィス
ビルの歴史的価値を浮き彫りにし、その保存継承の手立てを議論する。

建築歴史・意匠部門―パネルディスカッション

都市の物質性�（マテリアリティ）�は
都市史研究に何を提起しうるか
［資料あり］

28

8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第 I 室

司会　　青井哲人（明治大学）
副司会　初田香成（工学院大学）
記録　　高道昌志（東京都立大学）

1. 主旨説明　初田香成（前掲）
2. 主題解説
Ⅰ部　都市の素材
❶テクノマス（人工物総量）としての都市
	 ジョルダン・サンド（ジョージタウン大学）
❷20世紀初頭バンコクの建材変化と都市
	 岩城考信（呉工業高等専門学校）
Ⅱ部　時間のなかの物質性
❸物質性からみた「維持・存続」	 高橋元貴（金沢工業大学）
❹物質性からみた「土地・建物権利」	 溝口正人（名古屋市立大学）
❺物質性からみた「保存・リノベーション」	 加藤耕一（東京大学）
3. 討論　コメント：1）都市史の立場から　中嶋節子（京都大学）
　　　　　　　　2）社会学の立場から　中川雄大（國學院大學）

4. まとめ　青井哲人（前掲）

都市はその歴史過程において、可触的な物質性を露わにすること
がある。本研究集会は、そうした物質性が直接人間に作用する局面に
着目し、都市史研究に新たな視角を提起しようとするものである。
建築史分野都市史研究は、建築類型や土地権利など様々な概念装置

を用いることで、都市規模での人間や社会との対応関係を分析しつつ、
空間ならではの読解を志向してきた。しかし、近年の災害や空き家問
題は人間や社会と別個に働く物質の論理を示唆している。例えば災害
時の被災や復興は都市の素材に規定され、一度できた建築や都市は限
界分譲地のように人間と無関係に存続し、また廃棄・破壊される。
ここではその作用を石、木、コンクリートなど素材と、それらが

成形されたモノという二つの次元から捉え、両者を物質性と総称する。
勿論建築史分野は元々モノに着目してきたが、近代化過程で人間と自
然界や建設活動との関係は希薄化してきた。これに対し物質性の視点
からは建築・都市空間は自然界の物質と同一の地平で、また、素材か
ら成形・解体・廃棄までの過程は一続きで捉えられる。物質と建築・
都市空間を一連のものと広く捉え人間との本来の関係を想起したい。
都市史小委員会では2018～2022年度にシリーズ「都市空間の物

質性（マテリアリティ）」と題して４回のシンポジウムを開催してき
た。本研究集会ではこれまでの議論を総括し、Ⅰ部では災害などで素
材と量という物質性が即物的に都市を規定するありようについて、Ⅱ
部では物質性の時間軸、特にモノが人の手を離れて存続する様子から、
近代的な概念としての維持・存続や土地権利、保存を再考する。建築
史分野都市史研究の原点としての空間の意義を問い直すとともに、他
の建築史分野や人文系の都市論との連携も図ることにしたい。
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海洋建築部門―研究協議会

津波避難における�
最後の砦としての建築の役割を
考える
［資料あり］
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8月30日（金）9:00～12:30　リバティタワー 1011室

司会　　藤田謙一（長崎総合科学大学）
副司会　相田康洋（日本大学）
記録　　山本和清（日本大学）

1. 主旨説明　桜井慎一（日本大学）
2. 主題解説
❶津波避難施設の分類と津波避難シェルターの役割
	 川上善嗣（広島工業大学）
❷津波避難シェルターのリスクベース設計
	 濱本卓司（東京都市大学）
❸様々な津波避難シェルターの性能と設置状況、運用マネジメント
	 寺口敬秀（日本大学）
❹戸建住宅の津波避難シェルターとしての可能性と要求性能
	 和木　洋（H.R.D.	SINGAPORE）
❺津波避難シェルターの開発と今後の取組み（次の災害に備えて）
	 髙野広茂（高知丸高）
3. 討論　　モデレーター：山本和清（前掲）
4. まとめ　星上幸良（日本大学）

本年1月に石川県能登半島沖を震源とする地震が発生した。特に
沿岸部の集落では地震による建物被害に加え、地盤の液状化・海底隆
起、津波の襲来という複合的な自然の脅威に晒された。このような状
況に対して、地域住民の迅速な避難行動から、今回の津波による直接
的な人的災害は軽減できたといえよう。
今後予想される大規模な地震によって、津波が襲来した際には様々

な事情で、高台に位置する津波避難場所や津波避難ビル・同タワーへ
の避難行動が困難になる災害弱者も出てくると考えられる。そこで、
津波避難における人命確保の最後の砦としての建築の役割について考
える。本研究協議会のキーワードとなる「津波避難シェルター」は、
建築の地下設置型や救難艇型や横穴式等が開発されてきたが、規模、
形式、性能を含め、系統的に整理されていない現状がある。
本研究協議会では、まずはじめに津波避難場所・同施設の分類に

おける津波避難シェルターの役割と位置づけを建築の立場から捉え
る。次に、津波リスクを分析し、その低減を目的とした設計法を提示
する。その後、様々な津波避難シェルターの性能・設置・運用につい
て紹介する。
具体例として、戸建住宅における津波避難シェルターとしての可

能性と要求性能について解説し、最後に津波避難シェルターを開発し
てきた企業の立場から、今後の取組みついて情報提供を行う。
その後、主題解説者の討論、会場からの質疑を受けることで、津

波避難における最後の砦としての建築の役割を委員会として提案す
る。

情報システム技術部門―パネルディスカッション

AI時代の建築設計教育
［資料あり］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第K室

司会　　倉田成人（筑波技術大学）
副司会　中澤公伯（日本大学）
記録　　松本裕司（京都工芸繊維大学）

1. 主旨説明　下川雄一（金沢工業大学）
2. 主題解説
❶建築情報教育の観点から	 加戸啓太（千葉大学）
❷実験建築的実践の観点から
	 砂山太一（京都市立芸術大学/SUNAKI）
❸設計教育の観点から	 平野利樹（東京大学）
❹海外の設計教育の観点から	 杉原　聡（ATLV）
3. 討論　　進行：杉田　宗（広島工業大学）
　　　　コメント：吉村靖孝（早稲田大学）・主題解説者

4. まとめ　大西康伸（熊本大学）

建築情報教育小委員会では、その活動の一つとして建築情報教育
に関する全国の大学・高専を対象としたアンケート調査を行ってい
る。最近の調査は2021年、折しもコロナ禍対応のための非対面が
求められた時期であり、その対応に関する設問も追加した。コロナ禍
対応のもたらした「よかった点」として、オンデマンドのビデオ教材
や教材配信プラットフォームの普及が挙げられ、いつでも・どこで
も・自分のペースで学ぶという学習環境の拡張に対する一定の効果が
認められた。
一方、2022年夏のStable	DiffusionやMidjourneyといった画像

生成AI、同11月の自然言語AI・ChatGPTの公開を皮切りとしたコ
ンテンツ生成AIの登場は、建築を含めた大学での学びにも大きなイ
ンパクトを与えた。
コンテンツ生成AIのアウトプットをそのまま用いない、というこ

とがレポートなど課題制作のルールとして定着した中で、これらとの
付き合い方を新しいリテラシーとして学習プロセスに取り込む試みも
各所で開始されている。2023年には本会を含め、建築情報に関わる
各種団体で、学生達に生成AIの可能性を最大限引き出してもらうこ
とを目的とした建築デザインワークショップの開催が見られた。また、
本会大会の情報システム技術部門では、生成AIを設計活動や教育に
取り込む手法の研究報告も徐々に増えてきている。
コンテンツ生成AIは建築情報教育、特に設計教育に何をもたらす

だろうか。革新的なツールとしてコロナ禍が広げた学びの場をさらに
拡張しうるものになるか。BIMやプログラミングの普及が設計演習
系の授業に大きく影響を与えてきたように、生成AIは設計教育ひい
ては建築教育にどのような変化をもたらすのか。本パネルディスカッ
ションでは、前半で生成AIの基本的な考え方、先進的なツール環境
や教育事例を解説いただき、後半はそれらを踏まえたAI時代の建築
設計教育の可能性や課題を討論する。
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建築教育部門―研究懇談会

DXを活用した建築教育の手法と
技術の課題と可能性
［資料なし］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第K室

司会　　長澤夏子（お茶の水女子大学）
副司会　安福健祐（大阪大学）
記録　　小林　猛（日本工学院八王子専門学校）

1. 主旨説明　澤田英行（芝浦工業大学）
2. 主題解説
❶BIMを活用した地方の人材開発と地方創生
	 山際　東（ビム・アーキテクツ）
❷BIMを活用した低炭素へ向けた建築教育
	 綱川隆司（前田建設工業）
❸社会課題の解決実践における教育・研究
	 大西康伸（熊本大学）
❹デジタルファブリケーションを活用した建築教育
	 杉田　宗（広島工業大学）
❺デジタルが可能にするデザイン/ビルド建築教育
	 土屋　真（東京都立大学）・萩野紀一郎（富山大学）
❻社会システム科学の視点から見た建築教育
	 市川　学（芝浦工業大学）
3. 討論　　コーディネーター：澤田英行（前掲）
4. まとめ　元岡展久（お茶の水女子大学）

コロナ禍を通じて様々なデジタル・トランスフォーメーション
（DX）が開発されてきた。個人・組織はDXを活用し、新たなコミュ
ニケーションスキルを身に付け、働き方・学び方を変革する。DXと
は、変化し続ける自然・社会・経済への継続的な適応を最適化するた
めの技術的基盤構築のことである。動態がもたらす膨大なデータを活
用し、多様化、複雑化する社会課題解決の糸口を見出すためのシステ
ムとして期待できるが、VUCA時代を背景に急激かつ拡散的に進展す
るため、「教育」にいかに生かすべきか、なかなか論点が定まらない。
建築教育の問題は、大学等教育機関に閉じない。人材不足が深刻

な建設業においては、必要とする人材開発や雇用機会の創出が喫緊の
課題であり、DXを効果的に活用した教育事例は多くない。DXや
BIMは、建設業に一定の変革をもたらしてはいるものの、俯瞰する
と定着の状況はまばらで、特に地方創生につながる試みは希少であ
る。
主題解説には、DXやBIM、各種デジタル技術を活用した雇用創出

や教育実践の事例、社会課題解決を目的とした企業教育や教育・研究
の事例、デジタルと馴染みにくい身体性をテーマとするデザイン/ビ
ルド建築教育、さらには学際的な視点から見た建築教育を取り上げ
る。
大学等教育機関、企業等組織、そして地域社会のステークホルダー

をも包含する建築教育をテーマとし、新たな技術の進展、地域創生に
つながる建築教育の役割について議論したい。

建築法制部門―研究協議会

建築基準の適合性を�
確保するために
─�現行の基準・制度の課題と� �
今後目指すべき方向を考える

［資料あり］
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8月29日（木）13:30～17:00　グローバルフロントホール

司会　　橘　裕子（日本ERI）
副司会　大熊久理子（元東京都）
記録　　西野加奈子（元建築・住宅国際機構）

1.	主旨説明　五條　渉（日本建築防災協会）
2.	主題解説
❶基準と適合性確保のシステムの類型別の課題とあり方
	 五條　渉（前掲）
❷構造分野の適合性確保のための規定・制度の策定に関する検討
	 金箱温春（金箱構造設計事務所）
❸非構造部材の調査結果を踏まえた検討
	 土屋博訓（日本設計）
❹地盤調査に関する実状と提案	 清野　修（横浜市）
❺設計者・審査機関・行政庁の責任分担
	 竹市尚広（竹中工務店）
3.	討論
4.	まとめ　小川富由（住宅保証機構）

建築基準（建築基準法の単体規定）への適合性は、建築基準法・
建築士法などの関連システムにより確保されているが、構造計算書偽
装問題後になされた基準の「明確化」と審査の「厳格化」を志向した
一連の改正は、大きな変化をもたらした。これまで、建築法制委員会
などの場において、建築基準およびその適合性確保の仕組みのあり方
についての議論が行われ、専門家に委ねるべき領域の拡大やピアレ
ビューの活用などの可能性が検討されてきた。2017年からは、前身
の「建築法制の建築基準適合性確保機能の検討小委員会」において、
構造関係規定を例として、基準適合性達成のメカニズムを検証し、そ
の実効性や解決すべき課題についての考察を行うため、実際の設計、
審査等の実務における建築基準の運用実態の調査・分析が行われた。
「建築基準とその適合性確保のあり方検討小委員会」では、これま
での検討成果を踏まえ、法において基本的に想定している①法令・技
術的助言・解説書による基準情報の提供、②建築士による基準に適合
した設計、③計画段階での建築確認による基準適合性審査、④工事監
理と中間・完了検査による計画と工事との照合、によるシステムにつ
いて、基準適合性確保の実現にどの程度機能しているか、変化しつつ
ある建築生産実務の実態に整合しているか、などの観点から検証し、
「基準」「審査システム」「関係主体の役割」等に関する将来のあるべ
き方向の提案に向けた検討を行ってきた。
本研究協議会では、これまでの検討内容について報告を行い、実

態や克服すべき課題についての認識を共有するとともに解決の方向性
を探っていきたい。関心のある会員諸氏にはふるってご参加願いた
い。
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地球環境部門―パネルディスカッション

気候変動問題の枠組みを超える
責任あるポジティブデザインと�
イノベーション
［資料あり］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第M室

司会　　樋山恭助（明治大学）
副司会　齊藤雅也（札幌市立大学）
記録　　川津彩可（明治大学）

1. 主旨説明　横尾昇剛（宇都宮大学）
2. 主題解説
❶理念共有によるステークホルダーとの双方向イノベーション
	 野城智也（東京都市大学）
❷建築産業のイノベーション	 牧住敏幸（清水建設）
❸リジェネラティブデザインによるイノベーション
	 水出喜太郎（日建設計）
❹建築設備と地域エネルギーのイノベーション
	 竹部友久（日本設計）
❺市民参画型の都市のイノベーション	 小林正美（明治大学）
3. 討論　コーディネーター：横尾昇剛（前掲）・大村紋子（納屋）
　　　パネリスト：	上記登壇者・	 	

高木智子（CSRデザイン環境投資顧問）
4. まとめ　齊藤雅也（前掲）

地球環境委員会では、1990年よりいち早く地球環境問題の主たる
課題として気候変動問題を捉え、その対策に必要な取組みとしてCO₂
削減やカーボンニュートラル化への取組みを牽引してきた。一方、地
球環境問題として、CO₂削減に特化した取組みに重点が置かれる中、
建築都市が包含する総合的な特性やそこに暮らす人々、生物との関わ
りに関する諸課題への着目が相対的に低下しており、そうした観点か
らの検討の必要性も問われ始めている。
本パネルディスカッションでは、地球環境問題への取組みとして、

気候変動問題への対応の深化に加え、気候変動問題の枠組みを超えた
諸問題に関する対応について共通理解を深めるとともに、こうした諸
課題への対応方法として責任あるポジティブデザインとイノベーショ
ンの可能性について議論を行い、今後の展開へ繋ぐための手がかりを
検討する。

地球環境部門―パネルディスカッション

地球環境危機の時代での�
脱炭素の建築・都市・地域づくりの
デザインと主体を問う
［資料あり］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第M室

司会　　糸長浩司（エコロジー・アーキスケープ）
副司会　宮崎慎也（福岡大学）
記録　　廣谷純子（愛知淑徳大学）

1. 主旨説明　糸長浩司（前掲）
2. 主題解説
❶自然とつながる建築	 川島範久（明治大学）
❷地方都市の減災と環境都市チャレンジ（北九州市）
	 宮崎慎也（福岡大学）
❸NbS、Eco-DRRによる自然共生・減災デザイン
	 上村真仁（筑紫女学園大学）
❹ランドスケープデザインと建築デザインはどう協働できるか
	 福岡孝則（東京農業大学）
❺住民協働による都市緑地づくり	 石塚美詠（愛植物設計事務所）
❻スイスの市民主体の都市づくり（レファレンダム）
	 木村浩之（元京都工芸繊維大学）
3. 討論　コーディネーター：糸長浩司（前掲）・宮崎慎也（前掲）
　　　パネリスト：	川島範久（前掲）・上村真仁（前掲）・	 	

福岡孝則（前掲）・石塚美詠（前掲）・	 	
木村浩之（前掲）

4. まとめ　廣谷純子（前掲）

地球環境委員会脱炭素社会ワーキンググループは、2021年から大
会研究集会で、気候および地球非常事態に応答した建築・都市・地域
のあり方を、哲学・環境学・社会経済学・建築学の総合的な叡智によ
り探ることを進めてきた。2023年度は「人新世時代における気候変
動への建築・都市・地域の応答」と題して、動物生態・人新世・建築
都市・絶滅をキーワードとして課題と解決の途を深堀してきた。
2024年度は、この危機的状況において誰がどう対処・行動するのか、
どのような総合デザインが必要か、具体的な主体と手法は何かを建築
学を超えた話題提供者により追求していく。建築界はその経済行為に
おいて、脱炭素と言いつつグリーンウォッシュとも揶揄されるような
大規模都市再開発や大規模開発・イベント空間造成の主体であるとい
う重たい現実がある。一方で、豪雨災害、異常気象、そして巨大地震
が頻発化し、路頭に迷う人々がいる。緩和と適応の両方に寄与し、か
つ誰も、何も取り残さず、人間とも人間外とも共存した人間居住環境
デザインとその実践が必要となっている。人口減少社会、脱炭素社会、
異常気象と地震津波複合災害社会としての21世紀。20世紀モデル
と近代建築を超え、自然、生態系とともにある新たなデザイン展望を
描きたい。それを実現していく主体の育成と協働（市民、そして生態
系）をどう図るのかを検討したい。建築学の大きな変革・革命の一歩
になれば幸いである。
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重層的に描く木造の現代性［若手奨励］ 
特別研究委員会―パネルディスカッション

重層的に描く木造の「現代性」
［資料あり］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第L室

司会　　吉岡紘介（日本設計）
副司会　南部恭広（九州大学）
記録　　栁　晴子（京都府文化財保護課）

1. 主旨説明　吉岡紘介（前掲）
2. 主題解説
❶木造建築における「現代」を考える─現代と歴史の距離
	 吉岡紘介（前掲）・福島加津也（東京都市大学）
❷木質構造×構法から考える「現代性」
	 小見山陽介（京都大学）・古市渉平（佐藤淳構造設計事務所）・
	 山田憲明（山田憲明構造設計事務所）
❸歴史的木造建造物から考える「現代性」
	 南部恭広（前掲）・栁　晴子（前掲）・海野　聡（東京大学）
❹木材・木質空間の認知・評価から考える「現代性」
	 中村朋世（ビルディングランドスケープ）・福井喜一（杉橋建設）・
	 坂口大史（日本福祉大学）
3. 討論
4. まとめ　南部恭広（前掲）

21世紀に入り循環型社会の形成に向けて木造建築の再評価が進み、
技術の発達や法の整備によって、現代の木造建築は多様化・高度化し
つつある。木造建築の用途や規模は拡大し、都市部での高層木造も実
現され始めている。この多様化・高度化が、RC造や鉄骨造の単なる
置き換えでなく、木造ならではの文化や表現を生むことができるのか、
現在ではまだ見えにくい状況にある。一方で、日本の伝統木造は、高
度に発達してきたが、現代においてその工学的な評価は十分とは言え
ず、長い時間をかけて培われた思想や技術を現代の計画・設計に活か
しきれているとは言い難い状況にある。
こうした状況を打開する一つの糸口として、「重層的に描く木造の

現代性［若手奨励］特別研究委員会」では、建設された時代ごとに区
切って木造建築の様式や技術を構造化し俯瞰するのではなく、古代か
ら現代まであらゆる時代に建設された木造建築を等価に扱いながら現
代の視点で捉え直し、そこで見出される価値や評価の共通性（＝「現
代性」）を議論してきた。
本パネルディスカッションでは4つの視点、❶木造建築に関する

歴史観、❷木質構造×構法、❸歴史的木造建造物、❹木材・木質空間
の認知・評価から、木造の「現代性」について重層的に議論を深め、
これからの木造建築を思考する新たな視点を獲得することを目指す。

原発長期災害対応特別研究委員会―研究協議会

原発事故の被害と�
復興政策に関する�
建築学研究の到達点と課題
［資料あり］
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8月30日（金）9:00～12:30　グローバルフロントホール

司会　　外岡　豊（埼玉大学）
副司会　平田京子（日本女子大学）
記録　　井本佐保里（日本女子大学）

1. 主旨説明　窪田亜矢（東北大学）
2. 主題解説＊討論　	コーディネーター：川﨑興太（福島大学）
❶産業と生業の再生	 益邑明伸（東京都立大学）
	 福田　崚（岡山大学）
❷原発避難	 廣井　悠（東京大学）
	 中村　勉（ものつくり大学）
❸屋内退避の環境	 小林　光（東北大学）
	 吉野　博（東北大学）
❹12市町村の復興状況	 松下朋子（都市防災研究所）
	 加藤孝明（東京大学）
❺解除後の課題の対応	 萩原拓也（名城大学）
	 田中正人（追手門学院大学）
❻国際的視点からみた日本の原発事故
	 マリ　エリザベス（東北大学）
	 土肥真人（東京工業大学）
3. 全体討論　上記登壇者
4. まとめ　　糸長浩司（エコロジー・アーキスケープ）

福島第一原子力発電所の事故から、13年を経た。原発事故の被害
とはどのようなものだろうか。また、原発事故後に取り組まれてきた
復興政策とはどのような現状につながっているのだろうか。こうした
問いに対して、建築学分野における研究はどのように応えてきたのだ
ろうか。本研究協議会では、原発事故という未曾有の状況に対して、
研究の到達点と課題を明らかにすることを目的にしている。それに
よって、長期的課題解決の糸口と研究の可能性を問いたい。
「主題解説＊討論」では、6つのテーマを設定した。上段の発表者
から当該テーマについての13年間の経緯や現状についてご報告をい
ただき、下段のコメンテーターからのレスポンスや質疑応答によって、
テーマごとに議論を深める形式とする（発表12分＋質疑応答13分
想定）。
一方「全体討論」では、会場聴衆も含めて、複数のテーマにまた

がった論点などを議論する。
福島原発事故「後」には、人間の居住や暮らし、人口減少、環境

汚染と除染、工学技術、エネルギー、公共政策など、現代社会の多様
な論点が詰まっており、それに対する建築学の真価が問われている。
これまで原発事故には関わる機会がなかった研究者の方にも、是

非議論に加わっていただければありがたい。
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中高層木造建築物の社会実装・一般化のための 
学術・技術課題特別研究委員会―研究協議会

ここまできた�
中高層木造の現状と課題
［資料あり］
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8月28日（水）9:00～12:30　リバティータワー 1013室

司会　　小見山陽介（京都大学）
副司会　平川　侑（国土技術政策総合研究所）
記録　　長澤　怜（清水建設）

1. 主旨説明　槌本敬大（建築研究所）
2. 主題解説
❶国内外の中高層木造の現状	 小見山陽介（前掲）
❷中高層木造に対するESG投資	 小林道和（竹中工務店）
❸構造設計の現状と課題	 貞広　修（清水建設）
❹火災安全性の現状と課題	 成瀬友宏（建築研究所）
❺遮音性能の現状と課題	 平川　侑（前掲）
❻耐久性の現状と課題	 齋藤宏昭（足利大学）
❼ESG投資等における評価の現状と課題

伊藤聖子（サステスナブル経営推進機構）
3. 討論　　司会進行：五十田博（京都大学）
4. まとめ　腰原幹雄（東京大学）

2021年度大会パネルディスカッション「日本の中高層木造　どこ
へ向かうか？」以降、技術開発や実践例も増えたことで、技術・学術
の分野横断な課題も指摘されてきたことから、2022年度から設置さ
れた特別研究委員会で解決された課題も含めて現状を整理し、中高層
木造普及への他の阻害要因がないか議論を行う。
脱炭素社会の構築に向けて、国内外を問わず、中層大規模木造建

築物の建設推進がブームとなっている。特に2010年に公布・施行
された公共建築物等木材利用促進法は、2021年に脱炭素社会の構築
を目的として民間建築物まで木造化を促進する法令に改正され、森林
の炭素固定量の増大を目的とした木造建築物の推進は国家的施策と
なった。低層の建築物の木造化率は同法施行前から一定の水準があり、
すでに高止まりの傾向を示しているが、中高層建築物の木造化率はま
だまだ低く、向上する必要がある。
現代の要求性能に応じた中高層木造建築物に関する我が国の実績

は乏しいと言わざるを得ず、構造、防火、環境、耐久性等の分野が相
互に関連する課題も少なくなく、中には（例えば、構造と防火でも）
トレードオフの関係にある課題もある。そこで、分野横断的な検討体
制、研究体制を構築してこれらの課題解決に当たる必要がある。
高層木造建築物の実現、または中層木造建築物の一般化のために

は、まだまだ技術的課題も少なくない。構造計算におけるクライテリ
アや構造特性係数の設定方法、外皮における耐久性と耐火性の両立、
床衝撃音遮断性能と構造的ディテールの取合い、建設時の炭素固定に
着目した脱炭素優位性の維持と構造部材の構成、その他特定の分野だ
けで合理的な解決が難しそうな問題も含まれている。これらの分野横
断的な検討が必要な課題等を整理し、検討体制の整備および課題解決
を図ることを目的とする。

AIJ-SDGsアクション推進特別調査委員会― 
研究協議会

日本建築学会�
SDGsアクションプランの実践
─�SDGs教育・社会ストック・�
住の貧困面からの報告

［資料あり］
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8月29日（木）9:30～12:45　アカデミーコモンホール

司会　　川久保俊（慶應義塾大学）
副司会　大塚彩美（東京大学）
記録　　河原　大（金沢工業大学）

1. 主旨説明　平田京子（日本女子大学）
2. 主題解説
❶SDGsの国内外の進捗状況と本会会員のアクション推進状況

川久保俊（前掲）
❷SDGs教育の推進状況調査結果

森健士郎（広島工業大学）
❸SDGsと住生活基本計画

宿本尚吾（国土交通省）
❹良好な社会ストックの活用

高屋　宏（市浦ハウジング＆プランニング）
❺住の貧困・住宅政策　   薬袋奈美子（日本女子大学）
3. 討論　　	コーディネーター：平田京子（前掲）・大塚彩美（前掲）	

石川孝重（日本女子大学名誉教授）・恵﨑孝之（国土交通省）
・窪田亜矢（東北大学）・主題解説者

4. まとめ　伊香賀俊治（住宅・建築SDGs推進センター）

地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っているSDGsのゴール
達成は2030年に設定されている。建築・まちづくりに関して、本
会は今後の7年間で何ができるだろうか。
国内外を研究・教育・実務面から牽引する会員諸氏・組織の諸活

動をSDGsの面でより一層推進するため、本会では「日本建築学会
SDGsアクションプラン」の策定を進めてきた。アクションプランは、
研究・教育・実務の3軸から構成され、複数のプランを提示し、そ
の実施段階に入ろうとしている。
まず、アクションプランの主旨と本特別調査委員会での進捗状況・

実施計画の大枠を概観する。次に、SDGsに関する国内外の進捗状況
と本会会員の大会発表における貢献状況の概要について経年的変化を
含めて解説し、本会が果たす役割について考察する。その後に二つの
主要アクションを選別し討議する。①建築のSDGs教育について建築
系高等教育機関（大学・高専等）ではSDGsに関連した先進的な教育
が始動している。これら教育機関へのアンケート調査結果から課題と
展望を探る。②「誰も安心で快適に住まうことから取り残さない」と
いう本会の社会的任務の今日的課題と展望（政策提案も含む）を討議
する。国からは住生活基本計画の成果と課題、研究的ニーズについて
話題提供をいただき、本特別調査委員会委員からは、公的住宅ストッ
クと民間住宅ストックの維持活用の課題、住の貧困の実態や今後の住
宅政策の展望について、国際比較の視点から話題提供いただく。以上
の2テーマにおける今日的課題とその解決のために本会の果たす役
割について、パネリストおよび参加者と共に考える。
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解体から始まる循環型建築学特別調査委員会―
研究協議会

解体から始まる循環型建築学
─「解築学」の提唱

［資料あり］
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8月29日（木）13:30～17:00　リバティタワー 1013室

司会　　佃　悠　（東北大学）
副司会　山田宮土理（早稲田大学）
記録　　磯部孝行（武蔵野大学）

1. 主旨説明　松村秀一（神戸芸術工科大学）
2. 主題解説
❶「解築学」を巡るテーマを俯瞰する	 西野辰哉（金沢大学）
❷循環はデザイン可能か	 岡部明子（東京大学）
❸始まりとしての解体の技術課題	 輿石直幸（早稲田大学）
❹捨て方をデザインし、使い方を創造するビジネス

中台澄之（ナカダイホールディングス）
3. 討論
4. まとめ　「建築学」から「解築学」へ　中谷礼仁（早稲田大学）

私たちは、過去約80年にわたり、都市内の空いている土地に建物
を建築するばかりでなく、多くの田畑や山林、さらには海までも宅地
化し、そこにも実に多くの建物を建築してきた。既存の建築学も既存
の建築業も、基本的にはこの長年にわたり日常化してきた建築行為の
あり方－「建てて、築く」を前提として組み立てられ、機能してきた。
しかし、時代は変わった。都市内で空いている土地は稀少になり、

田畑や山林や海の宅地化の実現可能性は大きく縮小した。必要な床面
積は既に十分に建築された。これからの建築行為は、すでに存在する
建物の利用というごくありふれた《日常》の中から立ち現れる様々な
規模、様々な物理レベルの行為として幅広く捉えられるべきである。
そしてそれらはことごとく、ごく小さなものから複数の建物の全体に
及ぶ大きなものまでを含む《解体》という行為と強く関係する。これ
からの建築行為は、例外なく《解体》から始まると言ってよい。「解
いて、築く」時代である。したがって、これからの建築行為は「何を
何故どのように建てるか」と同時に「何を何故どのように壊すか」、
さらには「何を何故どのように捨てるか」を考えることから始まる。
本特別調査委員会は、これからの日本での建築行為が、より少な

い環境負荷で、より豊かな居住環境の形成につながる、建築を解体か
ら始まる循環的行為として検討するものである。その始まりにあり、
決定的な影響を持つ「解体」の範囲、規模、内容、そして解体された
物の廃棄や再利用といった処理方法、さらには近未来の流動的社会に
対応する、解体を含んだ建築のシステム構築のために、それらの考え
方を体系的に整理し、実用に耐える立案とその評価の方法を提案し、
「『解体』から始まる循環型建築学」の基礎を形作ることを目論んでい
る。本研究協議会では、これまでの本委員会での議論等を振り返ると
ともに今後を展望する。

男女共同参画推進委員会― 
パネルディスカッション

アカデミアへの�
女性進出に向けたアドバイス
［資料なし］
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8月27日（火）9:00～12:30　オンライン 第N室
司会　　小野島一（大林組）
副司会　　萩島　理（九州大学）
記録　　八藤後猛（日本大学）

1.主旨説明　萩島　理（前掲）
2.主題解説
基調講演
❶アカデミアにおける女性活躍への道筋は	 駒川智子（北海道大学）
❷土木学会での女性活躍	 佐々木葉（早稲田大学）
3. 討論　建築アカデミアでの女性活躍に向けて

　	モデレーター：井上竜太（竹中工務店）	
井本佐保里（日本女子大学）・駒川智子（前掲）・	
佐々木葉（前掲）・山田宮土理（早稲田大学）

4. まとめ　寺田　宏（東畑建築事務所）

2008年の行動計画からスタートした本会の男女共同参画推進活動
は、本年で16年目を迎える。その間、社会では急激な少子化による
労働人口の減少が進み、政府により働き方改革や女性の活躍促進に関
して様々な施策が進んでいる。2020年には、国土交通省と業界団体
が共同し、建設業界における女性の定着促進のための行動計画が策定
された。
もともと本会は、実務部門に所属する会員も多く、特に女性が大

変活躍されている建築設計の分野では幅広い実績が知られている。ま
た、学術系においても多数の女性が活躍されている。しかしながら、
建築を目指しアカデミアへの進路を目指す方々にとってはいろいろな
ハードルが存在しており、苦労されていることも事実である。
本パネルディスカッションでは、特にこれからアカデミアを目指

す若手研究者の方々に向けて、これからどのように取り組んでいくこ
とが望まれるのか、また本会としてできることは何か、特に女性とし
て現在アカデミアで活躍されている方々によってディスカッションい
ただく。
男女問わず多くの方に参加いただき、これからの建築界でのより

良い働き方を考えるきっかけとしていただければ幸いである。

2024_xxx-xxx_大会◆４校.indd   20 2024/07/19   11:59:24



倫理委員会―研究懇談会

建築学会の倫理を考える
［資料なし］
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8月27日（火）13:30～17:00　オンライン 第N室

司会　　石川孝重（日本女子大学名誉教授）
副司会　平川恭章（竹中工務店）
記録　　伊村則子（武蔵野大学）

1. 主旨説明　岡本達雄（クレアディオワークス）
2. 主題解説
❶	25年間の倫理委員会活動及び倫理綱領・行動規範ガイドラインの
作成	 岡本達雄（前掲）
❷倫理綱領・行動規範制定の背景
	 神田　順（東京大学名誉教授）
❸行動規範の解説	 牧村　功（名

なぐわし

細 環境・まちづくり研究室）
3. 倫理教材・倫理事例の開発　増田幸宏（芝浦工業大学）
❶倫理教材・倫理事例の紹介
❷「先達に聞く」動画開発
4. 倫理委員会が検討すべき事項　平田京子（日本女子大学）
5. 討論　　ファシリテーター：石川孝重（前掲）
6. まとめ　平川恭章（前掲）

倫理委員会では、設立の目的に従って、以下の活動に取り組んで
いる。
①「倫理綱領・行動規範」の普及・啓発と継続的な見直し
②建築に関わる倫理問題の事例調査・研究とその成果の普及
③建築に関わる倫理問題についての社会に向けた情報発信
④出版物、教材等を通じた倫理教育の推進
本会の倫理綱領・行動規範は、本会会員が自らの良心に従い、崇

高な誇りを持って、建築に関わる学術・技術・芸術の進歩発達と社会
に貢献するための基本理念を定めている。1999年5月に制定され、
2014年には、「行動規範」は以下の7項目として改定された。
Ⅰ．建築技術の継承と伝統文化の崇敬
Ⅱ．安全な建築と良質な都市環境の構築
Ⅲ．機能的で美しい生活環境の創造
Ⅳ．地球環境の保全と持続可能な発展
Ⅴ．学術的中立性に基づく公益情報の共有と発信
Ⅵ．知的財産の尊重と不可侵
Ⅶ．地域社会や国際社会への貢献と寄与
会員各位の理解を深めるために、それぞれに解説を設けた倫理綱

領・行動規範ガイドラインの作成を進めており、本研究懇談会に先立
ち、倫理委員会のホームページにて事前に公開する予定である。
制定以来四半世紀が経過し、時代が大きく変化する中、本委員会

活動を振り返り、新たに開発された倫理教材を紹介するとともに、本
会会員がどのような倫理的行動を取るべきかについて、懇談会参加者
とともに議論、考察する。

災害部門―緊急報告会

緊急報告会�
「�2024年能登半島地震�
災害調査報告会」

［資料あり］
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8月28日（水）9:30～12:45　アカデミーコモンホール

司会　　塩原　等（東京大学名誉教授）
副司会　真田靖士（大阪大学）
記録　　日比野陽（名古屋大学）

1. 主旨説明　塩原　等（前掲）
2. 主題解説
❶地震と地震動の概要	 境　有紀（京都大学）
❷被害概要と悉皆調査	 須田　達（金沢工業大学）
❸木造建物の被害	 中川貴文（京都大学）
❹鉄筋コンクリート造建物の被害	 中村孝也（新潟大学）
❺鋼構造建物の被害	 吉敷祥一（東京工業大学）
❻基礎構造の被害	 柏　尚稔（大阪大学）
❼津波による被害	 壁谷澤寿一（東京都立大学）
3. 討論
4. まとめ　真田靖士（前掲）

令和6（2024）年1月1日16時10分頃、石川県能登地方の深
さ約15kmを震源とする気象庁マグニチュード7.6の地震が発生し
た。石川県輪島市と志賀町で震度7を観測したほか、能登地方の広
い範囲で震度6強や6弱の揺れを観測し、この地震により、死者
245名、負傷者1,302名、住家全壊8,536戸、半壊19,015戸、一
部損壊 88,968 戸などの被害が発生した（令和 6年 4月 16日
14:00、総務省消防庁発表）。
この地震発生を受けて、災害委員会と北陸支部、同災害連絡部会

が連携し、令和6年能登半島地震災害調査ワーキンググループを発
足し、災害の実態解明と次代への提言につながる基礎資料の収集が行
われている。また、学術推進委員会傘下の文教施設小委員会や構造委
員会などにおいても調査活動が行われている。そこで、災害委員会で
は本緊急報告会を企画し、現在までに得られている調査結果を広く共
有し、将来の課題について議論する機会を設ける。
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